システムの管理 


この章では、本装置で提供するサービスと Web ベースの運用管理ツールである 「Management Console 」 
を利用した設定/管理について説明します。この 「Management Console 」 からインターネットサービスに 
必要となるプロキシサーバを容易に管理することができます。 


Management Console について （—62 ページ) 

プロキシ (—65 ページ） . 

サービス （—95 ページ） . 

パッケージ(—100ページ） . 

システム（—103ページ） . 


システムの状態を確認したり、各種設定をしたり 
するウィンドウです。クライアントマシンの Web 
ブラウザから装置にアクセスして表示できるまで 
の手順について説明しています。 

プロキシの設定について説明しています。 

SNMP などのサービスに関するセットアップにつ 
いて説明しています。 

本システムにインストールされているソフトウェ 
アの更新や、現在インストールされているソフト 
ウェアの一覧を表示します。 

システムのリセツトやシャツトダウンの方法およ 
びシステムの状態の監視について説明していま 
す0 


Helix Administrator （―112ぺージ） . Management Console から Helix Universal 

Server/Helix Universal Proxy の管理コンソール 
(Helix Administrator ) を使用する方法について説 
明しています。 


バックアップ/リストア （—1 14ページ) 


保存されている設定情報のノ \'ックアップのとり方 
や、リストアの方法について説明しています。 












Management Co 门 solel こ〇し、て 

ネットワーク上のクライアントマシンから Web ブラウザを介して表示されるのが 「Management Console」 
です。 Management Console からシステムのさまざまな設定の変更や状態の確認ができます。 

この章では、「管理者用」の Management Console で利用できるさまざまなサービスの設定や確認、システ 
ムの操作方法を中心に説明します。 


Management Console 管理者用トツプページ 



ブラウザ上から項目（アイコン）をクリックすると、それぞれ 
の設定画面に移動することができる。 


[Management Console の画面構成】 

■ システム管理者用トップページ 
• プロキシ 
• サービス 
• パッケージ 
• システム 

• Helix Administrator 

• Management Console* 

* 本書では説明していません。 Management Console のオンライ 
ンヘルプを参照して操作してください。 
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Management Console では、日常的な運用管理のセキュリティを確保するため 
Management Console に2つのセキュリティモードをサポートしています。 

• レベル 1( パスワード） 

パスワード認証による利用者チェックを行います。ただし、パスワードや設定情報は暗 
号化されません。 

• レベル 2 ( パスワード + SSL) 

パスワード認証に加えて、パスワードや設定情報を SSL (Secure Soket layer ) で暗号化 
して送受信します。自己署名証明書を用いていますので、ブラウザでアクセスする際に 
警告ダイア□グボックスが表示されますが、[はい]などをクリックしてください。 

デフォルトの設定では、「レベル2」に設定されています。セキュリティレベルを変更する場 
合は 、 Management Console 画面の [Management Console ] アイコンをクリックして設 
定を変更してください。また、同画面で操作可能ホストを設定することにより、さらに高い 
レベルのセキュリティを保つことができます。 


アクセス可能待ち受け IP 


本製品に割り当てられている IP アドレスの 
中から、 Management Console ( D 7 ^*tz 
スを許可する IP を指定します。例えば□一 
カル IP とグローバル IP が割り当てられてい 
る場合、□一カル IP のみでアクセスを許可 
し、グローバル IP はアクセスを拒否する事 
で、本製品のセキュリティを高める事が可 
能です。リストボックスが空の場合は、す 
ベての IP でアクセスを受け付けます。 


セキュリティモード： 

|レペル 2( H スワード + SSL ) 二 J 

掻作可能ホスト： 

~ 3 

アクセス可能待ち受け IP: 


ip アドレス： 


进加I削嫌| 


1SSJ 
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システム管理者は、 Management Console を利用することにより、クライアント側のブラ 
ウザからネットワークを介してあらゆるサービスを簡単な操作で一元的に管理することがで 
きます。以下に各セキュリティモードにおけるアクセス手順を示します。 

H -〇 • Management Console へのアクセスには、プロキシを経由させないでください 0 

• インターネット側から Management Console にアクセスする場合は、レベル 2 に設 
定してください。 

• レベル 2 では、 HTTPS プ□トコル、ポート番号 50453 を使用します。 

• Management Console へアクセスする場合にはブラウザのキャッシュ機能を使用し 
ないようにしてください。 

レベル1の場合 

1. クライアント側のブラウザを起動する。 

2. URL 入力讎こ 「http ゾ/く本装置に割り当てた IP アドレスまたは FQDNx50090/」 と入力する。 

3. Management Console」 画面で、[システム管理者□グイン]をクリックする 0 

4. ユーザー名とパスワードの入力を要求されたら、ユーザー名には 「admin」、 パスワードにはセッ 
トアップ時に指定した管理者パスワードを入力する。 

レベル2の場合 

1. クライアント側のブラウザを起動する。 

2. URL 入力欄に 「https://< 本装置に割り当てた IP アドレスまたは FQDNx50453/」 と入力する。 

3. 警告ダイアログボックスが表示されたら、[はい]などをクリックして進む。 

4. [Management Console] 画面で、[管理者用]をクリックする。 

5. ユーザー名とパスワードの入力を要求されたら、ユーザー名には 「admin」、 パスワードにはセッ 
トアップ時に指定した管理者パスワードを入力する。 

Management Console に□グインできたら、 Management Console 管理者用のトツプべ一 
ジが表示されます。 
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プロキシ 


頻繁にアクセスするページをキャッシングすることによ 
り、次回、同じページにアクセスした際に、ブラウザの 
表示時間を短縮します。 

管理者は 、 Management Console から、有害な Web サイ 
卜などへのアクセスの制限、不正なアクセスの制限など 
を設定することができます。 

また、頻繁に参照される Web ページをシステムに自動的 
に夕'ウン□ー ドさせ、システム内に格納しておくための 
言 k 定もできます。 

これらの設定により、効率的なインターネットへのアク 
セスを実現します。 


【プロキシサーバの状態】 

• プロキシサーバの状態表示、および起動/再起動設定 

プロキシサーバの起動状態を表示します。 

• スケジュールダウン□ー ドの状態表示、および一時停止/起動設定 

コンテンツを定期的に夕'ウン□ー ドしてキャッシュに格納するスケジュールタ'ウン 
□-ドの状態を表示します。 

【プロキシサーバの設定】 

• 基本設定 

ブラウザからの要求を受け付ける IP アドレスやポート番号など、プロキシを動作さ 
せるための基本的な設定をサーバ種別に応じて設定します。 

• 親プロキシ設定 

親プロキシの指定と、親プロキシの選択方法を設定します。 

• 隣接プロキシ 

隣接プロキシを指定し、隣接プロキシの問い合わせ方法の設定をします。 

• 詳細設定 

最大キャッシュサイズなどの詳細な設定をします。 

• アクセス制御 

アクセス制御に関する設定をします。 

• スケジュールタ、ウン□ー ド 

頻繁に参照されるページをあらがじめ指定時刻に夕'ウン□ー ドし、キャッシュに入 
れておくための設定をします。 
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• 認証設定 

LDAP 、 RADIUS サーバに対する認証のための設定をします。 

• バイパス設定 

透過型プ□キシとして動作する際の、静的バイパス•動的バイパスの設定を行います。 

【フィルター設定】 

• フィルター選択 

使用するフィルタリングソフトを選択します。選択されたフィルタリングソフトに 
応じて下記の設定画面へのリンクが表示されます。 

• SmartFilter 設定 

SmartFilter を使用するための設定をします。 

• InterScan 設定 

InterScan を使用するための設定をします。 


プロキシサーバの状態 


[プ□シキ]画面の[プ□シキサーバの状態]で設定できる項目について説明します。 

プロキシ サーバ 


プロキシサーバの状態を表示します。[再 

起動]をクリックするとプロキシサーバの 
再起動を行います（システムは再起動しま 
せん）〇 


ブロキシ サーバの 状態 


起動中 

再起劻 

ブロキシサーバ 

起動中 

一 B 寺停止 

スケジュールダウンロード 


スケジュールダウンロー ド 

コンテンツを定期的に夕'ウン□ー ドしてキャッシュに格納するスケジュールタ'ウン□—ドの 
状態を表示します。スケジュールタ'ウン□ードの使用を止める場合には、[一時停止]をク 
リックしてください。スケジュールタ'ウンロードの再開は[起動]をクリックします。 
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□キシ」画面の L 基本設定」でフ□キシ 
-パの基本的な動作設定ができます。 

本設定]画面では、以下の項目の設定が 
$ます。 

サーバ種別設定 

プロキシサーバの動作種別を、 
[ Forward ]、[ Forward (透過型 L 4 ス 
イッチ )]、 [Forward (透過型 WCCP )] 、 
[ Reverse ] の4つか6選択します。 




キャッシュサーバ設定 


WCGP 設定 

C«3CP 使用時のみ1 


|| Forward 

1 xxx.xxx.xxx.xxx : 8080 

キャッシュサーバ IP アドレス |xxx.xxx.xxx.xxx 

キャッシュサーバボート番号「 [1025-65535] 

适加 I 編集|則除| 

ICP ボート番号 

| ICP 要求を受け付けるこ J 

か30 [1025-65535] 

XXX. XXX. XXX. XXX 

ルータアドレス 1 

追加 1 編集 j 削除 1 

1キャッシュサーパ IP アドレス 

lxxx.xxx.xxx.xxx 

|7トジョン 

F3 ~ 

マルチキャスト IP 

f 使用する j 

|lP ァドレス 1235.255.255.255 J 

1バスヮ-ド. 

||本本本本本本本本 

||******** (確認） 

|hash 方法 

| source ip hash 


[ Reverse ] を選択した場合は、リバースプロキシの設定ページが表示されます。 


キャッシュサーバ 設定 

キャッシュサーバの IP アドレスと、 HTTP の要求を受け付けるポート番号を指定します。 
登録されている IP アドレスとポート番号の組は、リストボックスに表示されます。 
[追加]、[編集]、[削除]で、設定を行います。 

-〇 * 登録できる IP アドレスとポート番号の組は最大16個です。 


^^參[キャッシュサーバ IP アドレス]で選択できる IP アドレスは、[システム]一[ネットワー 
ク]-[インターフェイス]画面で登録した IP アドレスのみが表示されます。 

ICP ポート番号設定 

システムが ICP 要求を受け付けるポート番号を指定します。通常は 3130 を指定します。 
icp 要求を受け付けたくない場合には ncp 要求を受け付けない」を指定してください。 


システムが ICP サーバとして動作する場合、システムの IP アドレスは一種類となります(複 
数に対応していません）。隣接プロキシ側に設定するシステムの IP アドレスはシステムの 
ネットワークのインターフェイス画面で一番上に登録した IP アドレスを適用してください。 


[プロシキ]画面の[プ□シキサーバの設定] 
で設定できる項目について説明します。 


■ ブロキシサ ー ノ ^の設定 

!括| 

基本設定 

雜| 

親ブロキシ設定 

mm | 

隣接ブロキシ設定 

叫 

詳細設定 

設定 

アクセス制御設定 

雜| 

スケジュールダウンロード 

| 

認証設定 

雜1 

バイ■/ U 設定 


基本設定 ( Forward プロキシ） 


プロキシ サーバの 設定 


システムの管理 
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• WCCP 設定 

ルータアドレスで、 WCCP ルータの IP アドレスを指定します。登録されている WCCP 
ルータの IP アドレスはリストボックスに表示されます。[追加]、[編集]、[削除]で設定 
します。 


-キャッシュサーバ IP アドレス 

WCCP ルータからバケットを転送するキャッシュサーバの IP アドレスを指定しま 
す。 

-バージョン 

WCCP のバージョンを指定します。指定できるバージョンは [1] か [2] です。 

-マルチキャスト IP 

WCCP ルータがマルチキャスト IP を使用するかどうかを指定します。指定できる IP 
アドレスの範囲は、224.0 .0.0-239.255.255.255 になります。マルチキャスト IP 使 
用時はルータアドレスの設定は無効になります。 

—パスワード 

認証を行うためのパスワードを指定します。 

- HASH 方法 


HASH 方法を指定します。 

11-0 • WCCP 設定は、サーバ種別で [ Forward (透過型 WCCP )] を選択した時のみ有効になり 

ます0 

• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

參設定項目の詳細は、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘルプを参照してください。 


基本設定 (Re verse プロキシ) 


[プ□キシ]画面の[基本設定]でサーバ種別 
設定を 「 Reverse 」 と選ぶことによって表示 
される画面です。この画面では、システム 
をリバースモードで運用する際の設定がで 
きます（システムをリバー スモー ドで運用 
するには DNS サーバとの連携が必須で 
す）〇 



• サーバ種別設定 

リバースモードで動作するため、 「 Reverse 」 と言う文字が表示されています。 
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• サーバの 持続性 


複数 Web サーバの負荷を軽減するためシステムを導入する場合、クライアント IP アドレ 
スによって接続する Web サーバを一意に限定したい場合に有効にしてください。この 
チェックを〇 N にすることによリクライアントは複数ある Web サーバの内常に特定の Web 
サーバにアクセスすることが可能となります(注：システムに直接接続してきているクラ 
イアントの IP アドレスによって持続性を確保しているため、接続ルートが異なると持続 
性が確保されません)。 

• DNS 名チェック 

システムが受け付けた要求に示されている Web サーバのホスト名と下記 DNS 設定にて設 
定した DNS 名（ホスト名）が同一となっているかチェックしたい場合に有効にしてくださ 
し、有効にした場合にどの DNS 名とも同一でないホスト名の要求は拒否されます。 

I n-O HTTPS の場合はチェックされません。 


• キャッシュサーバ 設定 

システムの HTTP 要求を受け付ける IP アドレスとポート番号を設定します。 

• DNS 設定 

Internet に公開する Web サーバのホスト名を設定してください。また、システムは一つ 
の IP アドレスに対して複数のホスト名を持つことができます。別々のコンテンツを持つ 
2つの Web サーバのホスト名をシステムの IP アドレスに解決されるように DNS サーバに 
設定してください。システムはホスト名を見分けて別々に処理することができます。 

• Web サーバ 設定 

実際の Web サーバの IP アドレスとポート番号を指定してください。また、システムは一 
つの DNS 名に対して複数の Web サーバを設定できます（このよラな構成とした場合設定 
された複数の Web サーバは同一のコンテンツを提供する必要があります）。 


キャッシュサーバを登録、変更する場合には必ず、[追加]、[編集]をクリックしてく 
ださい。 DNS 設定や Web サーバ設定についても同様です。 

[設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

ReverseHTTPS として運用される場合には、 DNS 名は1つしか設定しないでくださ 
い。 

HTTPS のポート番号は、443で固定です。 

リバースプロキシが対応するプロトコルは HTTP と HTTPS です。 


システムの管理 
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親プロキシ設定 

階層構造を形成する場合に親プ□キシを設 n 腿漏 
定することができます。 

• ホスト名 

親プロキシのホスト名又は IP アドレス 
を設定してください。隣接プロキシに 
設定してあるホスト名および IP アドレ 
スは指定できません。 

• HTTP ポート番号 

親プロキシの HTTP 要求待ち受けポー 
卜番号を指定してください。 

• 連携サーバのコンテンツをキャッシュ 

親プロキシを経由して取得したコンテンツをキャッシュして欲しくない場合に「しない」 
を設定してください。 

• ユーザ名/パスワード/パスワード確認 

親プロキシが認証機能を有している場合、ユーザー名、パスワードの指定を行います。 
親プロキシが認証を必要とする場合はユーザー名、パスワードの指定は必須です。親プ 
□キシに接続する際に指定したユーザー名とパスワードでアクセスします。親プロキシ 
が認証を必要としない場合は、設定する必要はありません。 



設定I戻る| 


• プロキシ選択方式 


複数の親プロキシを設定した場合に、その中からどの親プロキシを選ぶかといった選択 
方式を設定できます。 

-アクセス制御を使用 

条件式を満たした場合に現在選択されている親プロキシに接続する方式(条件式の 
具体例は Managemant Console のヘルプを参照してください）。 

- ROUND - R 〇 BIN をイ吏用 

複数の親プロキシを順番に選択する方式です。その際、現在選択されている親プロ 
キシが選択される頻度を重み付けとして設定できます(数字が大きいほど頻度が高く 
なります）。 

- RESP - TIME を使用 

応答速度の速い親プロキシが優先的に選択される方式。 

- CARP を使用 

URL ごとに接続先の親プロキシを一意に選択するプロトコル 「 CARP 」 を利用する方 
式。現在選択されている親プロキシが選択される割合を指定できます(割合の合計 
が 1.0 になるように設定してください）。 

—問い合わせなし 

親プロキシが単一の場合はこの設定にしてください。 
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親プロキシの選択方法にアクセス制御を使用を選んだ場合、条件式は、親プロキシの一覧の 
I ド、, 卜 I 上位にあるものからチェックされます。 

I n -0 • 親プロキシを登録、変更する場合には必ず、[追加]、[編集]をクリックしてください。 
• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

隣接プロキシ設定 

階層構造を形成する場合にシステムの隣接 
プロキシを設定することができます。 

• ホスト名 

隣接プロキシのホスト名又は IP アドレ 
スを設定してください。親プロキシに 
設定してあるホスト名および IP アドレ 
スは指定できません。 

• HTTP ポート番号 

隣接プロキシの HTTP 要求待ち受け 
ポート番号を指定してください。 

• ICP ポート番号 

隣接プロキシと ICP 要求待ち受けポートを指定してください。システムは隣接プロキシと 
連携する際に ICP を利用します。 

• 連携 サーバの コンテンツをキャッシュ 

隣接プロキシを経由して取得したコンテンツをキャッシュしたくない場合に「しない」を 
選択してください。 

• ユーザ名/パスワード/パスワード確認 

隣接プロキシが認証機能を有している場合、ユーザー名、パスワードの指定を行いま 
す。隣接プロキシが認証を必要とする場合はユーザー名、パスワードの指定は必須で 
す。隣接プロキシに接続する際にこのユーザー名とパスワードでアクセスします。隣接 
プロキシが認証を必要としない場合は、設定する必要はありません。 

M -0 [重要]隣接プロキシを設定すると、指定した隣接サーバの設定によっては、 web 閲覧の 
際にページや画像が正しく表示されない場合があります。指定した隣接サーバの設定を確認 
し、設定し直すか、ここでの設定を削除してください (7 章の「トラブルシューティング」も 
併せて参照してください）。 



is$| 戻 
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詳細設定 


[プロキシ]画面の[詳細設定]でプ□キシ 
サーバとしての詳細な動作設定ができま 
す。 

[詳細設定]画面では、以下の項目の設定が 
できます。 

• 最大キャッシュサイズ 

この設定サイズよりも大きなデータは 
ディスクに保存されません。 OKB 〜 
999 MB まで指定できます。0が指定さ 
れると制限無しとなります。デフオル 
卜は [16 MB ] です。 

• Web サーバ接続最大待ち時間 

Web サーバとの接続タイムアウト時間 
を指定します。30秒〜99日まで指定で 
きます。デフオルトは [120 秒]です。 

• Read 要求最大待ち時間 

Web サーバへの要求に対して応答待ち 
をする時間を指定します。30秒〜99日 
まで指定できます。デフオルトは [15 
分]です。 

• クライアント接続維持時間 



クライアントからの接続を維持する最大無応答時間を指定します。30秒〜99日まで指定 
可能です。デフォルトは [300 秒]です。 

• 最大クライアント接続維持時間 


クライアントからの接続を維持する最大時間を指定します。30秒〜99日まで指定できま 
す。デフオルトは [1 日]です。 


• クライアント IP の通知 

要求してきたクライアントの IP アドレスをヘッダ情報として Web サーバに通知するかど 
うかを指定します。デフオルトは[しない]です。 


• リクエストポディサイズの上限値 

クライアントからのリクエストボディサイズの上限値を指定します。 0 KB 〜 999 MB まで 
指定できます。0が指定されると制限無しとなります。デフォルトは [1 MB ] です。 

• レスポンスポディサイズの上限値 

Web サーバからのレスポンスボディサイズの上限値を指定します。 0 KB 〜 999 GB まで指 
定できます。0が指定されると制限無しとなります。デフォルトは[0(無制限)]です。 


• DNSU トライ間隔 

DNS サーバへのリトライ間隔を指定します。1秒〜99秒まで指定できます。デフォルト 
は [3 秒]です。 
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• DNSU トライ数 

DNS サーバへのリトライ回数を指定します。1回〜99回まで指定できます。デフォルト 
は [4 回]です。 

• FTP の PASV モード 

FTP の PASV モードを有効にするか無効にするかを指定します。デフォルトは[有効]で 
す。 

• FTP のパスワード 

anonymous FTP サーバへ接続する場合に、パスワード情報として送信される文字列を 
指定します。通常はメールアドレスを指定することが多いですが、この情報は FTP サー 
パに送信されるものであるため憒重に設定してください。デフォルトは [ guest @] で 
す 。 

• Via ヘッダ 

HTTP の Via ヘッダを指定します。255文字まで設定可能です。指定されたヘッダの先頭 
には必ず n .1 」が付きます。デフォルトは「1.1ホスト名」です。 Via ヘッダは英数字と 
「_」を指定することができます。 

• キャッシュ□グ出力 

キャッシュログの補助出力を設定します。 

• キャッシュ有効時間 

キャッシュしたコンテンツを保持する時間を設定します。デフォルトは72時間です。 

M -0 • [デフォルト値に戻す]をクリックすると、すべての設定項目をデフォルト値に戻すこと 

ができます。 

• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。[デフォルト値に戻す]を行つ 
た場合も、[設定]をクリックして必ず反映してください。 

• 設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘルプを参照してくだ 
さい。 

■： DNS サーバの設定変更は[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘルプを参照してください。 

\tyF\ 
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アクセス制御設定 


[プロキシ]画面の[アクセス制御設定]で 
は、アクセス許可/禁止やキャッシュ許可/ 
禁止、プロキシの使用許可/禁止といラア 
クセスの制御が行えます。この設定は、最 
初に条件を持つリストを登録し、それぞれ 
のリストに対しての動作条件（アクセス制 
御、非キャッシュ設定、プロキシ転送）を 
設定していくという流れになります。デ 
フォルトは、リスト設定に「リスト名: all ， 
設定種別: src ，条件式:0.0.0.0/0.0.0.0」、 
「リスト名: cgi ，設定種別: u 「 l _ path 「 egex ， 
条件式:. cgi $ ¥?」、アクセス制御設定に 
「 allow / deny : allow ，リスト名: all 」、 非 
キヤ ツシ ュ設: ze ： (こ 「 allo \ A // deny : deny ，リス 
卜名: cgi 」 です。 


アクセス制 ® 


ゴロキシ >アクセス制御 



追加 1 

リスト名 

設定種別 条件式 

編集 

則除 


XXXXXXXXXXXXX 

src |xxx. xxx. xxx. xxx/ 255.255 .255.0 

集 

則除 


Methodl 

method HTTP 


ME^Copyright(C) NEC Corporation 2000-2002 
アクセス制》 


プロキシ 〉アクセス制御 



_追加 j _ 序」 allow/deny 




追加 I 順序 | 

allow/deny リスト名 


iS 加 j Jiff | 転送種別 allow/deny 「リスト名 


Nt^_Copyright(C) NEC Corporation 2000-2002 


n-O • アクセス制御設定において、リストをまったく設定しない場合、または指定した条件の 
隨^ いずれにも該当しないアクセス要求は、「アクセスを許可する」として扱われます。 

• アクセス制御設定、非キャッシュ設定、プロキシ転送設定合わせて最大100個まで設 
定することが可能です。 


リスト設定 


• リストの追加 


リストを登録するには、アクセス制御 
の上画面に表示されている[リスト設定] 
画面から、[追加]をクリックします。 


■: • [追加]をクリックすることで、 

[リスト(追加)設定]画面を開くことができます。 

• [リスト(追加)設定]画面で入力できるリスト名は、半角英数字16文字(先頭に数字は不 
可)以内です。 




• [設定]をクリックしないと、システムに反映されませんので注意してください。 

• 設定種別や条件式の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘルプを参照 


してください。 


• リストの編集 


リストを編集するには、アクセス制御 
の上画面に表示されている[リスト設 
定]画面から編集したいリスト名の左横 
にある[編集]をクリックします。 
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動作条件の設定 


アクセス制御の下画面では、登録したリストに対して動作条件の設定を行います。3つの動 
作について設定することができます。 

• アクセス制御設定 

登録したリストに対して、アクセスの 
許可/禁止を設定します。 

-アクセス制御の追加 

アクセス制御リストを追力□をする 
には、アクセス制御設定の[追加] 

をクリックします。 


アクセス制»設定 1 

追加川 1 序 

allow/deny 

リスト名 

編集則除 

deny 

Methodl 

編集則除 

deny 

XXXXXXXXXXXXX 


■アクセス制»(逅加）設定 


rpn 


• [追加]をクリックすることで、 
[アクセス制御(追加）設定]画面 
を開くことができます。 

• アクセス制御したいリストを選 
択し、アクセスの許可 ( allow ) か 
禁止 ( deny ) かを決定します。 

• リストを複数指定した場合には 
AND の処理が行われます。 


[設定]をクリックしないと、シ 
ステムに反映されません。 

設定項目の詳細については、 
[ヘルプ]をクリックし、オンラ 
インヘルプを参照してくださ 
し、。 


allow/deny ^ allow t deny 

アクセス制御リスト 

•菸 .指定したリスト名を含みます 


XXXXXXXXXXXXX 

Methodl 


设定|戻る 


| • [編集]をクリックすることで、[リスト（編集)設定]画面を開くことができます。 

11 ヒント1 « [リスト（編集)設定]画面には、選択したリストの情報が表示されます。 

謂—〇 • [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

• 設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘルプを参照してくだ 
さぃ。 

• リストの削除 

リストを削除するには、アクセス制御の 
上画面に表示されている[リスト設定] 

画面から削除したいリスト名の左横に 
ある[削除]をクリックします。画面に 
削除するかどラかの確認を求めるダイ 
ア□グボックスが表示されます。削除 
する場合は、[〇 K ] をクリックしてくだ 
さい。 
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アクセス制御の編集 


アクセス制御リストを編集するに 
は、編集したいリスト名の左横に 
ある[編集]をクリックします。 

參[編集]をクリックすることで、 
[アクセス制御(編集)設定]画面 
を開くことができます。 

參[アクセス制御(編集）設定]画面 
には、選択したリストの情報が 
表不されます。 

• [設定]をクリックしないと、シ 
ステムに反映されません。 

參設定項目の詳細については、 
[ヘルプ]をクリックし、オンラ 
インヘルプを参照してくださ 
し、。 



アクセス制御の削除 


アクセス制御リストを削除するに 
は、削除したいリスト名の左横に 
ある[削除]をクリックします。画 
面に削除するかどラかの確認を求 
めるダイアログボックスが表示さ 
れます。削除する場合は、[〇 K ] を 
クリックしてください。 



順序の設定 


アクセス制御の順序を設定するこ 
とができます。[順序]をクリック 
すると、順序設定画面が表示され 
ます。優先度を変更したいリスト 
を選択し、 [ UP ]、[ DOWN ] をク 
リックすることで設定することが 
できます。 


アクセス制御 ( DV - 卜 - Microsoft Internet Exp lor 


-!□! : 


アクセス制 w のソート 



deny Methodl 


UP 

DOWN 


• 順序は一番上が優先度が高く、 
下に行くにつれて優先度が低く 
なります。 

• [実行]をクリックしないと、シ 
ステムに反映されません。 


実行 I 取消 I 









































非キャッシュ設定 


登録したリストに対して、キャッシュ 
してもよい/いけないを設定します。 

-非キャッシュ設定の追加 

非キャッシュ設定リストを追加を 
するには、非キャッシュ設定の[追 
カロ]をクリックします。 


rpn 


If キャッシュ設定 

追加1順序- 

allow / deny 

y スト名 

編集1則除 

allow 

Methodl 


• [追加]をクリックすることで、 
[非キャッシュ（追加)設定]画面 
を開くことができます。 

• キャッシュ制御したいリストを 
選択し、アクセスの許可 ( allow ) 
か禁止 ( deny ) かを決定します。 

• リストを複数指定した場合には 
AND の処理が行われます。 


[設定]をクリックしないと、シ 
ステムに反映されません。 

設定項目の詳細については、 
[ヘルプ]をクリックし、オンラ 
インヘルプを参照してくださ 
し、0 


诽キャッシュ（追加）設定 


allow/deny ^ allow f deny 
アクセス制御リスト 
※指定したリスト名を含みます 


XXXXXXXXXXXXX 


Methodl 


is 定 


戻る 


響 一 

rpn 


非キャッシュ設定の編集 

非キャッシュ設定リストを編集す 
るには、編集したいリスト名の左 
横にある[編集]をクリックしま 
す。 

• [編集]をクリックすることで、 
[非キャッシュ（編集)設定]画面 
を開くことができます。 

• [非キャッシュ設定(編集)設定] 
画面には、選択したリストの情 
報が表示されます。 

• [設定]をクリックしないと、シ 
ステムに反映されません。 

• 設定項目の詳細については、 
[ヘルプ]をクリックし、オンラ 
インヘルプを参照してくださ 
し、 0 


诽キャッシュ （ S 集）設定 


allow/deny allow |； deny 
アクセス制御リスト 
※指定したリスト名を含みます 

I XXXXXXXXXXXXX 


Methodl 


is 定 | 戻る 
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-非キャッシュ設定の削除 

非キャッシュ設定リストを削除す 
るには、削除したいリスト名の左 
横にある[削除]をクリックしま 
す。画面に削除するかどラかの確 
認を求めるダイアログボックスが 
表示されます。削除する場合は、 
[〇 K ] をクリックしてください。 



-順序の設定 

非キャッシュ設定の順序を設定することができます。[順序]をクリックすると、順 
序設定画面が表示されます。優先度を変更したいリストを選択し、 [ UP ]、[ DOWN ] 
をクリックすることで設定することができます。 


n -〇 • 順序は一番上が優先度が高ぐ下に行くにつれて優先度が低くなります。 
• [実行]をクリックしないと、システムに反映されません。 


• プロキシ転送設定 

登録したリストに対して、隣接プロキ 

シを使用する/しないを設定します。 

-プロキシ転送設定の追カロ 

プロキシ転送設定リストを追加す 
るには、追力□したいリスト名の左 
横にある[追加]をクリックしま 
す。 

■ I : • [追加]をクリックすることで、 

[プロキシ転送(追加)設定]画面 
— を開くことができます。 

• プロキシ転送を必ず行う 
( Always _ direct ) か、行わない 
( Neve し direct ) を[転送種別]か 
ら選択します。 

• それぞれの設定に対して、許可 
する （ allow ) 、許可しない 
( deny ) を設定します。 

參リストを複数指定した場合には 
AND の処理が行われます。 


ゴロキシ菝送設定 1 

追加川 i 序 

転送種 S 1 】 allow/deny 

リスト名 

編集 1 則除 

Always.direct allow 

XXXXXXXXXXXXX 


■プロキシ転送（追加）設定 


allow/deny ^ allow 「 deny 


転送植刖丨 Always _ direct 二 J 

アクセス制御リスト 
※指定し；■こリスト名を含みます 



諸定]戻る 


n -〇 • [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

• 設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘルプを参照してくだ 
さい0 
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プロキシ転送設定の編集 


響〜 

\TyR 


プロキシ転送設定リストを追加をす 
るには、プロキシ転送設定の[編集] 
をクリックします。 

• [編集]をクリックすることで、[プ 
ロキシ転送(編集)設定]画面を開く 
ことができます。 

• [プロキシ転送設定(編集)設定]画 
面には、選択したリストの情報が 
表示されます。 


[設定]をクリックしないと、シス 
テムに反映されません。 

設定項目の詳細については、[ヘル 
プ]をクリックし、オンラインへ J レ 
プを参照してください。 


プロキシ転送 （ S 集）設定 


allow/deny allow deny 

転送種別丨 Always _ direct 二 J 

アクセス制御リスト 
※指定したリスト名を含みます 


Methodl 


說定|戻る 



-プロキシ転送設定の削除 

プロキシ転送設定リストを削除す 
るには、削除したいリスト名の左 
横にある[削除]をクリックしま 
す。画面に削除するかどラかの確 
認を求めるダイアログボックスが 
表示されます。削除する場合は、 

[〇 K ] をクリックしてください。 

-順序の設定 

プロキシ転送設定の順序を設定することができます。[順序]をクリックすると、順 
序設定画面が表示されます。優先度を変更したいリストを選択し、 [ UP ]、[ DOWN ] 
をクリック する ことで設定することができます。 


順序は一番上が優先度が高く、下に行くにつれて優先度が低くなります。 
[実行]をクリックしないと、システムに反映されません。 
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スケジユールダウンロー ド 

スケジュールタ'ウン□ードとは、頻繁に参 
照されるページをあらかじめ指定時刻に夕' 
ウン□ードし、キャッシュに入れておく機 
能です。 

対象となる URL 、 夕'ウン□ー ド周期などス 
ケジュールタ'ウンロードの設定ができま 
す。 

I n -〇 コンテンツの性質とサイズによって 
はキヤツシュされないこともありま 
す0 



スケジュールの新規追加 

スケジュールを追加するには、対象となる URL 、 夕'ウンロード周期などを設定し[追加]をク 
リックします。スケジュールは最大100件まで追加できます。下に示す図と手順の流れの関 
係は次のとおりです。 


1. 「有効にする」を選択する。 

2. ダウン□ー ドする URL を入力する。 
例） http ゾ /www.nec8.com/ 

3. [履歴]をクリックする。 

[URL LIST] 画面が表示されます。 



スケジュール逞択 





ダウンロード周期 


_則除 j 

ル■有効にする <*■ 無効にする 


プロパティ」 


一括削除」一覧| 

-②) 麗 I 


毎日 

V +/ 毎指定嗶日 r _ 日 r 月 r 火 r 水 r 木 r 金 r 土 
指定日のみ厂 _ 年丨 月 I 日 

指定日以降 I 年!~月!~日 ran 月^^水「木「金 「 t 


H 


閉始「〇〇こ J 時 | io こ J 100 時間「〇〇 j 分蛋きに I 〇こ]回実行 


4. [追加]をクリックしてダウン□ー ドした 
し MJRL を追加する。 

5. [設定]をクリックする。 

11-0 • 設定項目の詳細については、 

匿[ヘルプ]をクリックしてオンラ 
インヘルプを参照してください。 

• 履歴機能が有効になるのは、 
[システム]画面の[プロキシアク 
セス統計]でプロキシアクセス 
統計を「有効にする」を設定した 
時だけです。 


ダウンロード制限 

リンクの深 s |iil 指定ドメイン以外のリンク先を y ■ウンロード ft -% M 

ダウンロード容量上限値|1〇 ' MByte - 

ダウンロードオブジェクト数上限値 Food 個 


ダウンロード対象外 
■「ィメージ 
r その他 V 


r サウンド 


r ビデオ 


⑧ JEEJ 
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スケジュールの変更 


スケジュールを変更するには、[スケ 
ジュール選択]欄からスケジュールを選択 
し、変更したい項目を編集します。 


■L 

[ヒント I 


スケジュール遥択 


引き続き別のスケジュールを編集す 
るときは、そのまま一覧から選択し 
てく ださし、 0 編集内容はウィンドウ 
内で一時保存されます。 

• [設定]をクリックしないと、シ 
ステムに反映されません。 

• 設定項目の詳細については、 
[ヘルプ]をクリックし、オンラ 
インヘルプを参照してくださ 
し、 0 


以下の URL のダウンロードを胃夕胃有効にする「_無効にす6_ 
URL |http：//host02.nec.com/ 

ダウンロード周期 
毎日 

_毎月指定日 I ~~日 

毎指定暘日 r _ 日厂月厂火 r 水厂木 n 
_指定日のみ I 年丨 月 r 日 

指定日以降 I 年!~月 ! i c；i 


[有効00001 http://host01.nec.corr 


-① 


T 3 




tD - 


" 屉歴I 


閉始 _J 


6 r _ h 

時「00 J i 


分か 6 「00こ JB 寺間卩 o 分蛋きに卩 J 0実行 


ダウンロード制限 

リンクの深さ|1〇二 J _指定ドメイン以外のリンク先を!! T ウンロード ft-5) M 

ダウンロード容量上限値120 MByte 
ダウンロードオブジェクト数上限値161000 ' (SI 

ダウンロード対象外 

Fif メ-ジV サウンド圔 I ビデオ 


M 


ク U ア| 追加 j 


設定戻 


スケジュールの削除 


スケジュールを削除するには、[スケ 
ジュール選択]欄からスケジュールを選択 
し、[削除]をクリックします。 

[設定]をクリックしないと、システ 
ムに反映されません。 


B 1 


スケジュール遥択 


以下の URL のダウンロードを夕有効にする广無効にする 


[有効00001 http://host01.nec.corr 


-① つ ② 


則除 J ゴロパティ| 




URL Bhttp：//host02.nec.com/ I 

ダウンロード周期 
毎日 

H 毎月指定日I 日 

毎指定暘日厂_日厂月厂火厂水其 
指定日のみI 年丨 月厂日 

指定日以降I 年 i_ 月 r 日 

閉始「 8 J 時|00煽分か6 |〇〇 U 
ダウンロード制限 

リンクの深さ|1〇 Jil _指定ドメイン以外のリンク先を is? ウンロード pj-5) 

ダウンロード容量上限値120 MByte 

ダウンロードオブジェクト数上限値161000 ' 悃 

ダウンロード対象外 

■Of メ-ジ断サウンド网ビデオ 


" 屉歴 | 


時間 


分蛋きに1〇こ]回実行 




クリア』泪加 j 


設定戻 u 
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スケジュールの一括削除 

[一括削除]をクリックすることで[一括削除設定]画面を開くことができます。[一括削除設 
定]画面で、削除したいスケジュールの[削除対象]をチェックし[更新]をクリックすると、 
[スケジュール選択]欄から削除されます。 



[設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 




ID 

URL 

削除対象 

③ 

00001 

http：//host01 .nec.com 

r 則除 

100002 |http：//host02.nec.com 

p 則除 

100003 

http://hQstQ3.nec.com 

p 則除 

100004 |httD：//host04.nec.co m 

厂則除 






スケジュールの一括設定 

[一覧]をクリックすることで[ダウンロード設定]画面を開くことができます。[夕'ウン□一 
ド設定]画面で、夕'ウンロードを実行したいスケジュールの[夕'ウンロード]をチェックし[更 
新]をクリックすると、[スケジュール選択]欄に反映されます。 


I ■: ダウンロードを実行する時は[ダウンロード]にチェックを付け、実行しない時はチェック 

を外してください。 

I n -〇 [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 
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スケジュールの確認 


[プ□パティ]をクリックすると、選択した 
スケジュールの設定履歴や最新の夕'ウン 
□ー ド結果などを表示します。 


スケジュール逗运 ( I ) 一 

「有幼00001 http://host01 nec.com 


以下の URL のダウンロードを ^ 有幼にする _f~ 無効にする 


則除 J 


—②一 

ゴロパティ I 


URL |http：//host02.nec.com/ 

ダウンロード周期 
毎日 

毎服$日| ~~日 

毎指定嗶日「日「月厂火 r 水「木 r 金@ 土 

指定日のみ I 年! —■ 月！ — 日 

指定日以降 I 年!~月 ！~ b 「 1 . 15 月 g 

聞始 h J \〇〇 J 分から n>o J i^fflfoo J 分里き I 
ダウンロード制限 

リンクの深さ ITi J 指定ドメィン以外のリンク先砂ゥンロ'-ド F 

ダウンロード容量上限値|2〇 MByte 
ダウンロ'-ドオフ"ジ X クト数上限値 [5 ToO 僩 

ダウンロード対象外 


' ィメ-ジ 

' その他17 


|7サウンド H7 ビデオ 


設定』戻る| 


土 


" 履歴I 


|〇 : J 回実行 

rni : 


クリア j 适加」 


|ウン ロードプ □ クラムプ □ パテイ - Microsoft Internet Explorer 

-inlxl 

■ フロ グラム ID 

0000006 

つ 

■ 作 烕日畤 

2001 .12.08 16:26:35 


■S 锌更 SB 畤 



■ 更新 Bft 

0回 


■ 実行 Bit 

0回 


■ as の* 理ステータス 

1:処理開始時間待ち 


■e* 実行 ステータス 



実行括里 

0:正常 


実行開珀時間 



実行時間 

0:00:00 


取得玆オブジェクト数 

0 


取得総オブジェクトサイス 

OByte 


取得リンク内オブジ X クト数 

0 


取得リンク内オブジェクトサイス 

OByte 




d 


認証設定 


[プロキシ]画面の[認証設定]で、システム 
を使用するユーザを認証するための設定が 
できます。[認証設定]画面では、以下の項 
目を設定することができます。 

• 認証方式 

ユーザ認証を行ラために使用する方式 
を指定します。 [ Ldap ] と [ Radius ] か 
6選択することが可能です。ユーザ認 
証を行わない場合は、[認証しない]を 
指定してください。 


■認証設定 

認証方式| Ldap =| 

共通設定^イン舰寺間 


認 il キャッシュ有効 B 寺間 

|i \mmzi 

1ホスト名 『 

ボート番号 

Ldap 

11389~ 

|iSil フォ-マット 

II 

タィムァゥト畤間 

||5 fj> 

スト名 

II 

|ボ-卜番号 

11645 

リトライ間隔 

Radius 

t 3 & 

リトラィ回数 


共有秘密鍵 

II 

|キヤッシュづ■ーノ HP アドレス ||xxx.xxx.xxx.xxx 

設定丨戻る丨 
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共通設定 


-□グイン遅延時間 

LDAP サーバや RADIUS サーバへの□グイン時にエラーが発生した場合の遅延時間 
を指定します。 

— 認証キャッシュ有効時間 

パスワードをシステムが保持している時間を設定します。1分か699時間まで指定 
可能です。デフォルトは1時間です。 

LDAP 

-ホスト名 

LDAP サーバのホスト名 （IP アドレスも可）を指定します。 

-ポー ト番号 

LDAP サーバとの接続に使用するポート番号を指定します。通常は389を指定しま 
す。 

— 認証フオーマット 

LDAP で認証を行う際、ユーザ名から DN(Distinguished Name ) と呼ばれる識別名に 
変換するためのフォーマットを指定します。 

-タイムアウト時間 

LDAP サーバとの通信タイムアウト時間を指定します。デフォルトは [60 秒]です。 

RADIUS 

-ホスト名 

Radius サーバのホスト名 （IP アドレスも可）を指定します。 

-ポー ト番号 

RADIUS サーバとの接続に使用するポート番号を指定します。通常は1645を指定し 
ます。 

-リトライ間隔 

RADIUS サーバへのリトライ間隔を指定します。デフォルトは [3 秒]です。 

-リトライ回数 

RADIUS サーバへのリトライ回数を指定します。デフォルトは [4 回]です。 

-共有秘密鍵 

RADIUS サーバと共有する秘密鍵を指定します。 RADIUS はこの秘密鍵を使って、認 
証応答用の識別子を生成します。 

-キャッシュサーバ IP アドレス 

RADIUS サーバと通信を行うため[プロキシ]の[基本設定]画面のキャッシュサーバ IP 
アドレスで登録されている IP アドレスを指定します。複数の IP アドレスが存在してい 
る場合は、その中の1つを指定します。 



n -〇 • [設定]をクリックしないと、システムに反映されませんので注意してください。 

• 設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘルプを参照してくだ 
さい0 


バィパス設定 

[プロキシ]画面の[バイパス設定]では、シ 
ステムを透過型プロキシとして動作させる 
際の、静的バイパス • 動的バイパスの設定 
を行います。 

• 静的バイパス 

システムを透過型プロキシとして動作 
させる際に、指定した IP アドレスの 
Web サーバへのアクセス要求がシステ 
ムに来た時、システムを経由させずに 
直接アクセス（バイパス）させます。 

- IP アドレス 

システムを経由させず直接アクセスさせる Web サーバの IP アドレスを指定します。 

• 動的バイパス 

システムを透過型として利用する際に利用できます。指定した条件の HTTP 応答をシス 
テムが受け取った場合、今後その応答を返した Web サーバへのアクセス要求はシステム 
を経由させずに直接アクセス（バイパス）させます。 

- HTTP 応答コード検出 

HTTP の応答コードの種類でバイパスを行います。条件に力□える応答コードをチェッ 
クしてください。また、表示されていないコードを力□える場合は、その他欄に、コー 
ドの数値をカンマ区切りで入力してください。 

- HTTP 以外のトラフィック検出 

HTTP 以外のトラフィックをバイパスする場合はチェックを付けてください。 

-バイパス時間 

動的にバイパスを行う時間を指定します。秒単位で指定してください。 

-動的バイパス IP の表示 

動的にバイパスされている IP アドレスまたはホスト名を表示します。 

vi-O • 静的バイパスの ip アドレスを登録、変更する場合には必ず、[追加]、[編集]をクリック 
してください。 

• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

拳上記のバイパス設定は、システムを透過型で使用した時のみ機能します。 
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フイルター選択 


[プロキシ]画面の[フィルター選択]画面 
で、使用するフィルタリングソフトを選択 
することができます。フィルタリングソフ 
卜は InterScan と SmartFilter のいずれかを 
使用することができます。 


フィルター逞択 


厂 Ihterscan を使用する 
C SmartFilter を使用する 
^フイルタリンヴソフトを使用しない 

をインストールしたときはアンインストール 

できません 

!叫 


■I： SmrtFilter を使用していて、フィルタリングソフトを使用しないを設定した時、 SmartFilter 

動作設定の SmartFilter によるフィルタリングとフィルタリングデータべースの自動更新は 
-「実行しなしヽ」が自動的に設定されます。 



• InterScan を一度インス I ルするとアンインス I ルすることはできません 0 

• SmartFilter を使用していて、 InterScan を使用したくなつた場合にはいつたんフィル 
タリングソフトを使用しないを設定してから InterScan をインストールしてください。 


InterScan 設定 


[プロキシ]画面の[フィルター選択]画面の 
[InterScan 設定]で、 InterScan の設定を行 
います。この設定は InterScan を本システ 
ムで使用するとき必ず必要です。 IP アドレ 
スとポート番号の指定は 
InterscanWebManager で設定する内容に 
従って設定してください。なお、この画面 
で IP アドレスとポート番号を変更しても 
InterscanWebManager には反映されませ 
ん〇 



PI： • InterScan 設定で設定を行った後、[プロキシ]画面に [InterScan 設定]の項目が表示され 
I t ント I るよつになります。 

• 「InterScan を上位プロキシとして使用」を設定した時、[プロキシ]画面の[アクセス制御 
設定]にて設定したプロキシ転送設定が削除されます。 

• 「InterScan を上位プロキシとして使用」を設定した時、[プロキシ]画面の[隣接プロキシ] 
設定にて設定した内容が削除されます。 

• 「InterScan を上位プロキシとして使用」を設定した時、[プロキシ]画面の[親プロキシ]設 
定に InterScan が設定され、他の親プロキシの設定は削除されます。 

• 「InterScan を上位プロキシとして使用」を設定した時、[プロキシ]画面の[認証設定]の認 
証方式が「認証しなしヽ」に設定され、変更できなくなります。 
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InterScan を一度インス I -ールするとアンインス I -ールすることはできません。アンイ 
ンス I -ールする場合にはシステムの再インス I -ールを行ってください。 


• システムを透過型として使用する場合には InterScan は親プロキシとしてのみ使用可能 
です。 

• システムを Reverse プロキシとして使用する場合には InterScan は使用できません 0 

• InterScan は一度インス!ルするとアンインス!ルできないため、 InterScan の設 
定を行った後 SmartFilter を使用することはできません。 

• キャッシュサーバを透過型として使用する場合には InterScan は親プロキシとして使用 
してください。 

• InterscanWebManager で InterScan の IP アドレスやポート番号を変更した場合に 
は必ずこの画面の設定も変更してください。 

• [ InterScan 設定]画面にて設定を行った場合、[システム]画面にて[システムの再起動] 
を実行してください。 


InterScan インストール手順 

InterScan のインストール手順を示します。 

1. [システム]画面の[保守用パスワード]で mainte ユーザのパスワードを設定します。 

2 . [サービス]画面で「リモート□グイン (telnetd)」 を起動します。 

3 . [サービス]画面の「リモート□グイン (telnetd)」 をクリックして[リモート□グイン (telnetd)] 画面 
へ遷移し、本システムにリモート□グインできるように Telnet を許可するホストを設定します。 

4 . Telnet で mainte ユーザで本システムにリモート□グインし、 「su -」とコマンドラインに打ち込み 
ます。 

5 . パスワードを求められるので、 Management Console に□グインするためのパスワードを指定し 
て (admin のパスワードを指定して）管理者ユーザになります。 

6 . InterScan のマニュアルに基づきインストールをします。 InterScan インストール中にインス! 

ルディレクトリを圄かれますが、 r/usr/local」 を指定します。 

7 . InterScan インストール後、[プロキシ]画面の[フィルター選択]で 「InterScan を使用する」を指定 
し、「設定」をクリックして現れる [InterScan 設定]画面にて InterScan の IP アドレスやポート番号を 
指定します。 IP アドレスやポート番号を指定し、[設定]をクリックします。 

8 . [システム]画面にて[システムの再起動]を実行します。 
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SmartFilter を使用する 

[プロキシ]画面の [SmartFilter 設定]画面で 
は、 SmartFilter の動作設定、アクセス制限 
設定、サイトカスタマイズ、ユーザカテゴ 
リ設定、エラーメッセージ設定(拒否）、エ 
ラーメッセージ設定(警告)の設定項目を選 
択します。 

r SmartFilter」 は30種類のブ□ックカテゴ 
リ（オリジナルカテゴリとも呼ぶ)と10種類 
のユーザ独自のカテゴリ（ユーザカテゴリとも呼ぶ)の合計40種類のカテゴリで、最大50万 
件以上のサイトへのアクセスを制限することができるフィルタリングサービスです。フィル 
夕を設定することで無駄なトラフィックや業務に無意味なアクセス、有害なホームページへ 
のアクセスをなくし、安心できる環境でインターネットを業務や授業に利用することができ 
ます。動作設定ではフィルタリングを実行するかどうか、フィルタリングデータベース（コ 
ント□—ルファイルとも呼ぶ)の夕'ウン□—ドのための設定など SmartFilter の動作条件を設 
定します。アクセス制限設定はどのよラな条件でアクセスの制限を行ラかを設定します。 
サイトカスタマイズ、ユーザカテゴリ設定、エラーメッセージ設定(拒否）、エラーメッセー 
ジ設定(警告)では、よりユーザ独自のオリジナルなアクセス制限を行いたい場合にそれぞれ 
必要なデータの設定を行います。 


SmartFilter 動作設定 

SmartFilter の動作設定、 SmartFilter を動か 
すために必要な activation key、 フィルタ 
リングデータべースの夕'ウンロー ド設定、 
メール通知の設定、アクセス□グの採取形 
式の選択を行います。 

SmartFilter によるフィルタリングは、 
SmartFilter を利用したアクセス先 URL の 
フィルタリングを実行するかどラかの設定 
です。 activation key は代理店より入手し 
た activation key を設定します。フィルタ 
リングデータベースの自動更新は、週に1 
回更新される SmartFilter のフィルタリング 
データベースを、定期的に夕'ウンロードす 
るかどラかの設定です。なお、フィルタリ 
ングデータベースは FTP サイトから夕'ウン 
口ードされるため、ユーザ名/パスワー 
ド、 FTP サイト名などの設定も必要となり 
ます。メール通知設定は、コント□ールリ 
ストの更新催促、およびライセンス失効時 
期を通知メールとして送信するための情報 
を設定します。カテゴリコードの付与タイ 
プは、アクセスした URL がカテゴリに含ま 
れる場合に、対応するカテゴリコードをア 
クセス□グに付与する方法を選択します。 
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■: 設定項目 「 SmartFilter によるフィルタリング」で「実行する」を設定することで[プロキシ]画面 

| ヒン [ SmartFilter 設定]の項目が表示されるようになります。 


vi-O • [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

• [ SmartFilter 動作設定]画面の [ SmarFilter によるフィルタリング]の設定を変更した 
場合、[システム]画面にて[システムの再起動]を実行してください。 

• 設定項目の詳細についてはオンラインヘルプを参照してください。 
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SmartFilter アクセス制限設定 


アクセス制限の設定をポリシーとして登録 
し、各クライアントについてアクセスの許 
可/拒否/警告をポリシーを用いて設定を行 
います。ポリシー設定はポリシー名とそれ 
に対するコメントを設定し、ポリシーに対 
してどのカテゴリをどの時間に制限するか 
を設定します。クライアント設定はクライ 
アントの ip アドレスを指定し、指定した ip 
に対してどのポリシーを割り当てるかを設 
定します。 




追加1 ボリシ-名 ] メント 

ァ5セス 

「钃集 j 則除 focxxxx 用 

|全て許=1 

「編集』則除 j|xxx2 pxxxxxffl 

|全て拒否 

編集」則除 j xxx3 |xxxxxx 用 






追加| クライアント 

术リシ- 

編集 1 削除 | |xxx.xxx.10.1-XXX.XXX.1 0.XX 

|»«1 

編集 削除 | XXX.XXX.11.1 -xxx.xxx.11.xx 

\ xxx 2 

編集」則除 j|xxx.xxx.12.1-xxx.xxx.12.xx 

卜3 

※黑なる技数のアクセスが间哝アドレスに IB 当てられたと#正 W フィル列ングされ*せん 



P ： • [追加]をクリックすることでそれぞれの[追加]画面を開くことができます。 

「ヒント I • [編集]をクリックすることで、設定されているポリシー、クライアント設定を編集する 
ことができます。 

• [削除]をクリックすることで、設定されているポリシー、クライアント設定を削除する 
ことができます。 

• [ポリシー設定]のアクセス欄の[カスタム]をクリックすることで、[ポリシーカスタム 
設定]画面を開くことができます。 

11-0 • クライアント設定で設定していないクライアントは接続を拒否されます。 

• 異なる複数のアクセスが同じ ip に割り当てられると正しくフィルタリングされません。 


• ポリシー設定(ポリシー追加/編集） 

ポリシー名、コメントおよびアクセス 
の設定を行います。ポリシー名は英数 
字のみ設定可能です。コメントはポリ 
シーに対する注釈を入力することがで 
きます。 アクセスは「全て許可」、「全て 
拒否」、「カスタム」の中から一つ選択し 
ます。 アクセスを「全て許可」に設定し 
た時、全カテゴリをすべての時間でア 
クセスを許可することと なります。 ア 
クセスを「全て拒否」に設定した時、全 
カテゴリをすベての時間でアクセスを 
拒否することと なります。 カスタムは 
時間別、カテゴリ別にアクセスの許可/ 
拒否/警告を設定することがで きます。 


一追加 




I p ： カスタムを選択し、[設定]をクリックすると、[ポリシーカスタム設定]画面が表示されます。 

| H2D 

I n -0 作成したポリシー名がすでに存在していたとき、ポリシーの追加(編集)を行うことはでき 
uwm ません。 
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• ポリシーカスタム設定 


カスタムは時間別、カテゴリ別にアク 
セスの許可/拒否/警告を設定すること 
ができます。カテゴリ選択ではカテゴ 
リの一覧からカテゴリを選択します。 
選択したカテゴリのアクセス制限状況 
がカスタム設定の中央詳細部に表示さ 
れます。なお、カテゴリについての詳 
細は、オンラインヘルプの [SmartFilter 
の概要]画面にて参照してください。力 
スタム設定ではカテゴリ欄にて選択し 
たカテゴリに対するアクセスの許可/拒 
否/警告を曜日、時間毎に指定します。 


カテゴリ：「美術と文化 


全て許可」全て拒否」全て管吿」 


※カテゴリ遥択で還折されたカテゴリを表示、設定できます 



B 

月 

ii 

火 

■■ 

水 


木 

■■ 

金 

1 

土 

0：00 

拒否 

拒否 

1 

拒否 

S |*1 

拒否 


拒否 

::lr 

拒否 

1 

彗吿 

|1：00 I 

拒否 

拒否 

1 

拒否 

• 

拒否 

'1- 

拒否 

1 

拒否 

I 

彗告 

12:00 I 

拒否 

拒否 

[ 

拒否 

1 

拒否 

_ 

拒否 

1 

拒否 


彗告 

|3：00 [ 拒否 

mmi 

ip 

拒否 

1 

拒否 

1 

拒否 

1 

拒否 

1 

管吿 

14:00 | 

拒否 

拒否 

1 

拒否 

'll 

拒否 

1 

拒否 

ill * 1 .. 

拒否 

1 

普吿: 

15:00 | 

拒否 

拒否 

1 

拒否 

IB 

拒否 

In 

拒否 

11 

拒否 

1 

管金 

16:00 | 

拒否 

拒否 

1 

拒否 

1 

拒否 

1 

拒否 

1 :|r 

拒否 

1 

彗告 

|7：00 

拒否 

管昝 

康 

菅吿 

1 

菅吿 

1 

菅吿 

1 

管告 

1 

彗吿 

8：00 

拒否 

許可 

1 

i 午可 

1: 

i 午可 

h 

i 午可 

1 

許可 

1 

彗告 

|9：00 | 

拒否 

許可 

；3|1 

S 午可 

1 

許可 

1 

許可 

1 

許可 

1 

彗告 

|10：00 | 

拒否 

許可 

1 

许可 

■ 

許可 

1 

許可 

_ 

i 午可 

1 


|11：00 | 

拒否 

許可 

1 

許可 

1 

i 午可 

1 

許可 

1 

許可 

1 

普吿 

|12：00 

拒否 

管告 


彗告 

1 

普告 

Ip 

普吿 

IB 

普吿 

jj >： 

管告 

|13：00 | 

拒否 

許可 

1 

许可 

II 

i 午可 

m 

i 午可 


許可 

m 

管告 

|14：00 | 

拒否 

i 午可 

1 

許可 

啡 

許可 


許可 

:: |r 

許可 

1 

彗吿 

|15：00 

拒否 

許可 

1 

許可 

ap 

許可 

l 

許可 

1 

許可 

sii 

菅告 

|16：00 | 

拒否 

許可 

1 

許可 

1 

許可 

I 

1午可 

1 

許可 


彗告 

|17：00 | 

拒否 

1午可 

1 

许可 

■ 

許可 


許可 

■■ 

许可 
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|18：00 | 

拒否 

i 午可 

1 

許可 

—J 

1午可 

_ 

i 午可 


1午可 

1 

普告 

|19：00 

拒否 

許可 


許可 

m 

i 午可 

I - 

i 午可 


許可 

1 

管告 

|20：00 | 

拒否 

許可 

1 

i 午可 

■H 

許可 

1 二 

i 午可 

■I 

許可 

1 

* 昝 

|21：00 | 

拒否 

許可 

1 

i 午可 

幽 

許可 

M 

許可 
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i 午可 

1 

管告 

|22：00 | 

拒否 

許可 

1 

i 午可 

■ 

i 午可 

1 

i 午可 

1 

許可 

ま 

彗告 

|23：00 | 

拒否 

許可 

1 

i 午可 

ill .. 

i 午可 

l 

許可 


i 午可 

：!：： 

普吿 


«日、畤圈別アクセス制限 

※ I 寺間範囲©指定は早い時聞から指定してくださ〇 

睹日丨日二]■寺囿範囲: | M 0 二 J から|1:00二 J まで制限「拒否二 J 


設定 I 戻る| 


U ント I 


• カスタム設定の[全て許可]をクリックすることで、カテゴリ選択で選択したカテゴリ 
に対し、全ての時間アクセスを許可する設定を行うことができます。 

春カスタ厶設定の[全て拒否]をクリックすることで、カテゴリ選択で選択したカテゴリに 
対し、全ての時間アクセスを拒否する設定を行うことができます。 

• カスタ厶設定の[全て警告]をクリックすることで、カテゴリ選択で選択したカテゴリに 
対し、全ての時間アクセスを警告する設定を行うことができます。 

• カスタム設定下部で曜日、時間別に詳細な設定を行うことができます。 



[全て許可]、[全て拒否]、 
ます。 


[全て警告]、[設定]をクリックすることで設定が直ちに反映され 


クライアント設定(クライアント追加/編集） 


クライアント別にポリシーの設定を行 
います。アクセス制限の対象となるク 
ライアントの IP アドレスを設定し、指 
定した IP アドレスに対して適用したい 
ポリシーの設定を行います。 


クライアント追加 


X始端から IP アドレスを指定してください 

IP アドレス 46 曲「: : . I ；0< | . 「:XX — fx >：::：< . I :.::.:::.: . P :XX 


※チIック奄つけたポリシーが、設定した IP アドレス群に含まれます 

I 一 xxxl 厂 xxx2 

厂 xxx3 


設定I戻る| 


システムの管理 


91 





























































サイトカスタマイズ 


フィルタリングデータベース中のカテゴリ 
毎にあらかじめ定められた既定サイトの力 
テゴリを変更したり、アクセス制御するサ 
イトを独自に任意のカテゴリに追力□したり 
します。 


WZi5If} 

_ URL 

izdCi 


「 |http ： //xxx.all.ne.jp 

全て許 

smj 

1™ |http ： / / xxx.ga me.co m 

トンブル . ゲ-ム 

| 

厂 |http ： //xxx.yyy.co.jp 

ザ定義カテゴリ 4 

smj 

\ |http ： / / xxx.yy y .co m 

部門 A 


p : • [追加]をクリックすることで、それぞれの[追加]画面を開くことができます。 

「ヒント I • [編集]をクリックすることで、設定されている URL 、 カテゴリを編集することができます。 

• [削除]をクリックすることで、チェックボックスが選択されている URL 、 カテゴリを全 
て削除することができます。 



アクセスを制御するために登録したサイトが既に何らかのカテゴリに属している場合でも、 
そのサイトについてユーザが定義したカテゴリが優先されます。 


• サイト追加/編集 

URL、 アクセス可否および登録する力 
テゴリの設定を行います。 URL は、ア 
クセス制御の対象とする URL を http:// 
を除いた形式で指定します。アクセス 
可否は、指定したサイトのアクセスを 
許可するまたは許可しないを選択しま 
す。カテゴリは、[許可しない]を選択 
した場合のみ有効であり、指定したサ 
イトのアクセスを制御するカテゴリを 
選択します、設定方法の詳細は、オン 
ラインヘルプを参照してください。 

■： • [サイト追加]画面では、 [ URL ] 

rgTpi に複数の URL が指定できます。 

- 複数指定する場合には、各 URL 

の間をセミコロン (;) で区切りま 
す。 

• [サイト編集]画面では、 [ URL ] 
に複数の URL は指定できませ 
ん。ただし、変更は可能です。 

• [ァクセス拒否]で[許可しない]を 
選択した場合、登録するカテゴ 
リは複数選択可能です。 


サイト追加 


URL ： 

厂 d 

アウセス玎否： 

^許可する 
^許可しない 


( 指定した URL を登錄するカテゴリをチ : r タクする ) 


r 美術と文化 

r 差別的発言 

r カルト/オカルト 

r 部門 a 

r 關?サ仆 

厂投資 

r オンラインセールス r 部門日 

「チV'ット 

r 鈦瞄牾報 

r 政治•宗教 

厂部門 c 

r 犯罪技術 

r ライフスタイル 

厂個人 

r ュ-ザ定動テゴリ 4 

「ドラッ i). 

「デート、出会い「ポー邮サ仆 

r ュ-ザ定義ヵテゴリ 5 

「エントティメント 

r mp3 サイト 

r セルフへルブ 

r ュ-ザ定義ヵテゴリ 6 

r 過激•揋袞•暴力 

r 未成年規制 

r スポ-ツ 

r ユーザ定義カテゴリ 7 

厂ギャンブル 

1 Usenet News 

厂セ9クス 

r ユーザ定義カテゴリ日 

「ゲ-ム 

「3-ド 

厂トラペル 

r ュ-ザ定義ヵテゴリ 9 

「ユ-モア 

厂一般二: L- ス 

1 web メ "-ル 

「ユーザ定義カテゴリ10 


設定|戻る」 



URL：|http：//xxx.game.com 


アクセス可否： 

广許可する 
^許可しない 
カテゴリニ 

( 指定した URL を登錄するカテゴリをチ :1 ックす 5) 


r 美術と文化 

r 差別的発言 

r カルト/オカルト 

r 部門 a 

r 關?サ仆 

厂投資 

「オンラインセールス「部門 B 

「チ”卜 

r 就瞄牾報 

r 政治•宗教 

r 部門。 

r 犯罪技術 

r ラィフスタィル 

厂個人 

「2-ザ定義カテゴリ4 

厂ドラッグ 

「デ-卜、出会い 

「ポ，サイト 

「ユーザ定義カテゴリ5 

「エンターテイメント 

厂 MP3 サイト 

Iセルフへルブ 

「ユーザ定義カテゴリ6 

r 過激•揋亵•暴力 r 未成年規制 

r スポ-ツ 

「ユーザ定義カテゴリ7 

17ギゃンブル 

1 Usenet News 

厂セックス 

厂ュ-ザ定義ヵテゴリ8 

17ゲ-ム 

「ヌ-ド 

厂トラベル 

「ュ-ザ定義ヵテゴリ9 

厂ユーモア 

厂一胺ニュース 

1 web メール 

「2“ザ定義カテゴリ10 


設定|戻る j 
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ユーザカテゴリ設定 


フィルタリングデータベース中の30個の才 
リジナルカテゴリ以外に提供されている10 
個のユーザ独自のカテゴリ（ユーザカテゴ 
リ）に対する設定を行います。ユーザカテ 
ゴリ設定は、ユーザカテゴリのカテゴリ名 
を変更します。 


ザカ亍コリ或定 


ユーザ 定盖力亍ゴリ1: 
ユーザ 定盖力亍ゴリ2: 
ユーザ 定盖カテゴリ3: 
ユーザ 定盖力亍ゴリ4: 
ユーザ 定盖カテゴリ5: 
ユーザ 定盖力亍ゴリ6: 
ユーザ 定盖カテゴリ7: 
ユーザ 定盖力亍ゴリ8: 
ユーザ 定盖カテゴリ9: 
ユーザ 定_カテゴリ10: 


部門。| 


ユーザ定盖カテゴリ 4 


ユーザ定 II カテゴリ 5 


ユーザ定盖カテゴリ 6 


ユーザ定 II カテゴリ 7 


ユーザ定盖カテゴリ 8 


ユーザ定 II カテゴリ 9 


ユーザ定 II カテゴリ 10 


民る 


エラーメッセージ設定(拒否） 

アクセスを拒否すると設定されているサイ 
卜にアクセスした際に表示される拒否メッ 
セージをカテゴリ毎に変更することができ 
ます。 


サイトが複数のカテゴリに属する場 
合は、そのサイトが属するカテゴリ 
のいずれかのメ ッ セージが表示され 
ます。 


カテゴリ： r 美術と文化 
拒否メッセージ： 


彐 




forbidden , this page ( XURL ) is categorized as ： TREASON . 

d 

設定 I 戻る | 


右に「拒否」指定カテゴリのサイトにアクセ 
スした際のデフオルトメッセージ画面を示 
します。 


] アドレス (fi〉 |@ http://zzz.zzz.com/ 

」 f 移動丨リ 

bmartFilter 


SmartFilte 办ら以下の情報が通知されました。 



<情報> 

Forbidden, this page (http: メ 


2/) is categorized as: 美術と文化. 


[拒否メッセージ]で編集した場合の例を示 
します。 


ージ設定(拒否〉 


カテゴリ：出会い 
拒否メ9セージ： 


II 


このホームページ （ XURL ) は TREASON の内容を含みますので表示できま H 
せん。 

d 


設定」戻る| 


|アドレス® 「@]h— 


二].〇>移肋Iリンク》 


Smart i-ilter 

SmartFilter*^ 以下の情報が通知されました。 


J 


<情報> 




-ムページ ( hW/www.xxxwv/) はデート、出会いの内容を含みます®で•表示できませ 


システムの管理 


93 
































































エラーメッセージ設定(警告) 


アクセスを警告すると設定されているサイ 
卜にアクセスした際に表示される警告メッ 
セージをカテゴリ毎に変更することができ 
ます。 

n -〇 サイトが複数のカテゴリに属する場 
合は、そのサイトが属するカテゴリ 
のいずれかのメッセージが表5"、され 
ます。 



右に「警告」指定カテゴリのサイトにアクセ 
スした際のデフォルトメッセージ画面を示 
します。 


| j ァドレス f@ http://zzz.zzz.com/ 

SmartFilter 

SmartFilte 办ら以下の情報が通知されました。 


_£] ル移®) |u» »| 

3 


<情報> 

Forbidden, this page (http：/ Zzzz.zzz.com/) is categorized as: 美 lli と文化. 


[警告メッセージ]で編集した場合の例を示 
します。 



I 1 17^^151 http ： // W( v«i.Kx W u>^|| 

d 

SmartFilter 

SmartFilter *^ 以下の情報が通知されました。 


<情報> 

このホームぺ…: X htt D ://wWW.X>C<WV/) はデート、出会い容&含みます©で•表示できませ 
ん。 
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サービス 


管理者は、 Management Console から以下のサービスの 
設定を簡単に行うことができます。 

• 時刻調整 (ntpd) 

• ネットワーク管理工ージェント (snmpd) 

• リモート□グイン （ telnetd) 

• WPAD サーバ (wpad-httpd) 

サービス画面では各機能の停止 • 起動 
を指示可能で、現在の稼動状況を表示 
します。さらにここから、各機能ごと 
の詳細な設定を行ラ画面に移ります。 




ファイルの編集(£〉表示⑼お気に入り⑻ツ'■ル①ヘルブ (U〉 


>1■■戻る ▼ — ，3囹ぬ為検索 a お、気に入り0メディア3 | 3 


M ~ 

I — サ-ビス [へルゴ] 


ik ^ 

助停止 

サービス 

p 亭止： d 停止中 

起助1 |停止 

再|己象わ 1' f 亭止 

|注、”トワー/*7夸? p T — 'y-r" (snmgd) 

|l 起勒▼】|起勒中 

在ゎ灿1倍ふ 

リモートロう.イン (telnetd〉 

ITS 

■| f 亭止 

WPAD サーパ (wDad-httod) 

■ 

設定 1 


NE^.Copyright(C) NEC Corporation 2000-2002 


「圈 イントラネット 


- OS 起動時の状態: システムが起動した際に、このサービスを自動的に有効にするかどう 
かを指定します。 

- 現在の状態: 現在、このサービスが動作しているかどうかを表示します。 

- (再)起動: このサービスが停止している場合に起動します。動作中の場合には、停止さ 
せてから再起動します。 

- mh このサービスが動作中であれば、停止します。 

【サービスの画面構成】 

■ サービス画面 

• 時刻調整 ( ntpd ) 

—同期ホス I —覧 

n 時刻同期ホスト追加 
n 時刻同期状況の確認 
n 日時•時刻 

• ネットワーク管理エージエント （ snmpd ) 

—コミュニティー覧 
n コミュニティ追カロ 
n コミュニティ編集 

-システム情報 

—認証トラップ 

-トラップ送信先一覧 
n トラップ送信先 

• リモート□グイン （ telnetd ) 

- Telnet □グインを許可するホスト 

• WPAD サーバ ( wpad - httpd ) 

-プロキシサーバ自動設定ファイル 
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時刻調整 ( ntpd ) 


NTP(Network Time Protocol) は、ネットワークで接続されたコンピュータ同士が連絡を取 
り合い、時計のずれを自動的に調整する仕組みです。本システムはこの仕組みを利用して、 
以下の機能を提供しています。 

• インターネットの標準時刻サーバに、本システムの時計を合わせる。 

• 他の PC が時計を本システムに合わせるのに必要な情報を提供する。 


【画面ごとの説明】 

• 同期ホストー覧 

本システムが NTP を使って連絡を取り 
合う標準時刻サーバあるいは PC (以降 
ホストと略記)の一覧を表示します。 

-追加 

「時刻同期ホスト追加」画面に遷移します。 

-削除 

ボタンに対応するホストを一覧から削除します。 
-時刻同期状況の確認 

「時刻同期状況の確認」画面に遷移します。 



• 時刻同期ホスト追加 


本システムが NTP を使って連絡を取り 
合うホストの追力□登録を行います。 

-別ホストと同期 

ネットワークに接続されている他の 
ホストと同期する場合に選択しま 
す。これが選択されている場合、以 
下が有効になります。 

タイプ 

36「ソ6「/口66「のいずれかを指定します。 

IP アドレス/ホスト名 

ホストを IP アドレスあるいはホスト名で指定します。 

-□一カルで同期 

別のホストを指定せず、自身で同期を行ラ場合に選択します。 



• 時刻同期状況の確認 


登録されているホストとの間での時刻 
同期の状況を表示します。 


■ 時刻同期状況の確認 

remote 

retid st 

t 

when poll reach delay offset 

jitter 

xx . xxx.xxx 

^0.0.0 16 

U 

p |64 

「 ^.000 10.000 

gooo.oo] 
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• 日付•時刻 


このページを開いた時点の日時を表示 
します。[設定]をクリックすると、今 
表示されている時刻をシステムに設定 
します。 


120021年11 0J 月|9 日|?1時|52分|9 秒設定| 


ットワーク管理工ージエト (snmpd) 


■ コミュニモ 

尸イー M 



择作 

巨ミュニ 

ティ名許可するアドレス管理対象 MIB 

追加丨 



編集|肖 ij 除 public 

default 



SNMP (Simple Network Management Protocol ) は、ネットワークに接続された機器の稼 
動状況を、ネットワークを通じて取得するための仕組みです。本システムは、ネットワーク 
に接続された機器 tt — ジェント)の側として、必要な情報をネットワークに発信する機能を 
提供しています。 

【画面ごとの説明】 

• コミュニティー覧 

このネットワークエージェントにアク 
セス可能な管理マネージャマシンの一 
覧を表示します。またここから登録- 
変更 • 削除をします。 

-追加 

コミュニティを新規追加する画面に遷移します。 

-編集 

ボタンの右隣にあるコミュニティの設定を変更する画面に遷移します。 

-削除 

ボタンに対応するコミュニティを一覧から削除します。 

• システム情報 

このマシンが設置されている場所や管 
理者のメールアドレスなどを記入して 
おいてください。この情報は必要に応 
じて 管理マネージャから読み取られま 
す（日本語を用いると、マネージャ側で 
文字が化けることがあります）。 


認証トラップ 

不正な管理マネージャが不正なコミュニ 
テイ名でアクセスしてきたときに、その 
旨を正規の管理マネージャに通知するか 
どうかを指定します。 


^ 4^13 


W 認_正トラッゴを生成する 


設定I 


システム情報 


設置場所： I XXXXXXXXXXX 

管理者芒： | xxxxxxxxxxx 

設定」 
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トラップ送信先一覧 

このマシンに何らかの障害が発生した 
際に、トラップメッセージを送信する 
先(管理マネージャ）の一覧を登録しま 
す。 

-追加 

トラップ送信先を新規追力□する画 
面に遷移します。 




-編集 


ボタンの右隣にあるトラップ送信先の設定を変更する画面に遷移します。 
-削除 

ボタンに対応するトラップ送信先を一覧から削除します。 


リモートログイン ( telnetd ) 


Management Console より原初的な手段 
で、他のコンピュータ(ホスト)から本システム 
に接続することを可能にする機能です。 
Management Console では対応できない 
特別な操作を行いたい場合にだけこの機能 
を有効にします。通常の運用時に有効にす 
る必要はありません。有効にしている間は 
セキュリティのレベルが低下しますので、 
通常は無効にしておくことをお勧めしま 
す0 


■ Te Inet ロヴインを許可する本スト 


xxx.xxx.xxx.xxx/ 255.255 . 
.doma 1 n. co. j p 

255.0 

つ 




訣定 

1 


「Telnet □グインを許可するホスト」画面にて、□グイン可能なホストを各種形式で指定しま 
す。カンマで区切って複数のホストを指定可能です。 IP アドレスやホスト名以外にも各種指 
定形式をサポートしています。指定形式の詳細についてはヘルプを参照してください。 

M -0 • [システム]画面の[保守用パスワード]にてパスワードを設定後、 「 mainte 」 ユーザでリ 

モート□グインが可能となります。 

• 初期導入設定直後の 「 Telnet □グインを許可するホスト」は、初期導入設定用ディスク 
に指定した IP アドレスとサブネットマスクをもとに、当該ネットワークからの接続のみ 
を許可するように設定されます。 
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WPAD サ V(wpad-httpd) 


本システムをフォワードプロキシとして利 
用している際に、ブラウザ側でのプロキシ 
設定を自動化するための機能です。 

Internet Explorer 5以降で対応していま 
す。本機能を利用するためには、ブラウザ 
の参照している DNS サーバおよび DHCP 
サーバを適切に設定する必要があります。 

[プロキシサーバ自動設定ファイル]画面で本システムに接続する際に使用するホスト名と 
ポート番号を設定します。本システムを通さないで接続すべきマシンがあれば、ネットワー 
クアドレス単位で指定することが可能です。 

• プロキシサーバのホスト名 

ホスト名または IP アドレスを指定します。 

• プ□キシサーパのポート番号 

ポート番号を指定します。 

• 直接接続するネットワーク 

ウザが本システムを経由しないで直接接続すべきネットワークを指定してください。 

WPAD サーノ（は本システムのサーノ(種別を 「 Forward (透過型 L 4 スイ ッチ)」、 「Forward 
(透過型 WCCP )」 または 「 Reverse 」 に設定した時にはご利用できません。 


ブロキシサーバ自動設定フ7イル 


ブロキシサーバのホスト名：1 




ブロキ シサー バの ボー ト番号： |§ QgQ . 



直接接続するネットワーク： 

127.0 .0.0/255.255.255.0 


J 





J 


設定 I 
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パッケージ 


本システムにインストールされているアプリケーション 
などのソフトウェアパッケージのアップデートやインス 
I-ール、インストールされているパッケージの一覧を確 
認する画面です。 



オンラインアップデー 


オンラインアップデートを利用すると、 

ManagementC 〇 nsole から安全Iこアツプ 
デートモジュールをインスI-ールすること 
ができます。 

アップデートモジュールとは、本システムに追加インストール（アップデート）可能なソフト 
ウェアで、弊社で基本的な動作確認を行って公開しているものです。内容は、既存ソフト 
ウェアの出荷後に発見された不具合修正や機能追加などが主ですが、新規ソフトウェアが存 
在することもあります。オンラインアップデートでは、現在公開されている本システム向け 
のアップデートモジュールの一覧を参照し、安全にモジュールをインストールすることがで 
きます。 

• ユーザ認証 

初めてオンラインアップデートを利用 
する場合、また公開モジュールの最新 
情報を取得する場合、[ユーザ認証]画面 
が表示されます。ここで、基本サポー 
トサービスをご購入されたお客様は、 

基本 サ ポー ト サービスの お客様番号 • 

分類 • パスワードを入力してくださ 
し〉。未購入のお客様は[認証しない]を 
クリックして進んでください。 


ユーザ認証 


基本サボートサービスを購入済みのお客様(3、認 
証を行うことで購入者のみに公開されて L 、るアッブ 
デートモジュールを適用することができます。未購 
入のお客様 (3 「認証しなしゝ」をクリックしてください。 

ぉ客様番号： | 

登録上の分類 （1 〜 3): 厂 
バスワード： 「 

送 ff | 認 E しない| 
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• アップデートモジュールー覧 






日付 

概要 

バッケージ名 

適用 

择作 

2000/ xx/xx 

telnet f $ ッケージのァッブデ'—卜[詳細情報] 

telnet-0.17-xx 

未 

通用』 

2001/xx/xx 

WPAD サーメ螩正モジュール[詳細情報] 

wDad - httDd -1 .00-xx 

未 

適用」 

2001 /xx/>o< 

Management Console 機能強化モジユール[詳糸田情幸 S] 

wbmccache-1 .〇 -xx 

未 

適用」 



kerne 卜 2.4.3-xx 

未 

通用」 

2001/xx/xx 

Cache Server 力'—ネルアツブヂートモジュール[詳細情報」 

roma-1.0-xx 

未 



catfish-1.01-xx 

未 



信頼性の確認 


公開されているアップデートモジュー 
ルの一覧が表示されます。本装置向け 
のモジュールで、まだインストールさ 
れていないモジュールのみが表示され 
ます。各モジュールの機能や修正情報 
などを確認することができます。 

モジュールは、実際は主に RPM パッケージ形式で提供されるファイルですが、1つの機 
能のために複数の RPM パッケージを必要とする場合もあり、その場合は複数ファイルで 
構成されています。[適用]をクリックすると、該当モジュールのインストール作業を開 
始します。 

信頼性の確認 

「適用」をクリックすると、該当モ 
ジュールのインストールに必要なファ 
イルをすべて取得します。ファイルの 
サイズが大きい場合は、時間がかかる 
場合があります。ファイルの取得が完 
了し、一時ディレクトリに保管した 
後、ファイルが正しく転送されたかど 
うかを自動的に検査します。検査には 
MD 5 メッセージ • ダイジェストを用い 
ます。 

検査に合格した場合は、画面に各ファイルの MD 5 メッセージ • 夕'イジェストが表示され 
ます。最終的な確認として、弊社アップデートモジュール公開 Web サイトで参照できる 
各ファイルの MD 5 メッセージ • 夕'イジェストの文字列と比較し、同じかどラが確認して 
ください。[〇 K ] をクリックするとインストールを実行します。 


ファイルの取得が完了しました。 

適用前に、ファイルが正しし、ものかどうか確認を行ってください 
各パッケージの MD5 メッセージ■ダイジェストは以下です。 


| ノ ^ッケージ 

MD5 メッセージ•ダイジエスト 

|test01-1-1.i386.rpm 

7b7ce059daff96e0e961c985fi3c8b7*f9 


弊社アッブデートモジュール公開ウエブサイトに掲載されてI、る文字列と 
比絞してぐ "d さい。同じ場合は正常に転送されてし、ます。 「0K」 ポタンをク 
リックするとインストールを実行します。文字列が異なる場合は、転送に失 
敗して、る可能性があります。「キャンセル」でモジュールー覧画面に戻 
り、再度「適用」を実行してください。 

〇 K I キャンセル」 


手動インストール 


□一カルディレクトリのファイル名、また 
は URL 、 PROXY 、 PORT を J 旨定して RPM 
パッケージをインストールすることができ 
ます。詳細は画面上の[ヘルプ]をクリック 
しオンラインヘルプを参照してください。 

• □一カルディレクトリ指定 

本システムへ CD - R 〇 M から RPM パッ 
ケージをインストールする場合、 CD - 
ROM ドライブに RPM の入った CD - 
ROM をセットし、この画面よりインス 
I -ールしたい RPM パッケージを選んで 
追加してください。 


手劫インストール 


手酎]インストール 


ローカル ディレクトリ指定 


デイレクトリ：|/ xxx / XXXXXXX 


I 


システムの管理 
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• URL 指定 


本システムがすでにインターネットに 
接続されている場合には、 RPM パッ 
ケージの置かれているサイトの URL を 
指定してそこから夕'ウン□ー ドしイン 
ストールを行うことができます。 



• PROXY 指定 

プロキシ経由で RPM パッケージを夕'ウン□ー ドする場合に、プロキシサーバのアドレス 
を指定することができます。 


• PORT 指定 

プロキシ経由で RPM パッケージを夕'ウン□ー ドする場合に、プロキシサーバのポート番 
号を指定することができます。 



インストールする場合には、必ず[追加]をクリックしてください。 


バッケージの一覧 


現在本システムにインストールされている 
RPM パッケージの一覧を確認することが 
できます。また、アンインストール作業を 
行ラこともできます。詳細は画面上の[へ 
ルプ]をクリックしオンラインヘルプを参 
照してください。 


IU 

f ッケージの一置 



インストールされてい^)パッケージの 一覧 

」 


グルーブ 

パッケージ名 

概要 

Appncations/Pubnshing 

ghostscri pt-fo nts-5.5 0-3 

Fonts for the Ghostscript PostScript(TM) interpreter. 

Documentation 

indexhtml-7.1-2 

The Web page youll see after installing Red Hat Linux 

Applications/ System 

kon2-fonts-0.3.9 b-6 

Fonts for KON 

System Environment/Base 

ma ilea d-2. 1.4-2 

Associates helper applications with particular file types. 

Documentation 

ma n-oases- ia-0.4-3 

Japanese man (manual) pages from the Linux Documentation Project 

Development/Libra ries 

pumD-devel-0.8.11-1 

Development tools for sending dhep requests 

System Environment/Base 

red hat-release-7.1-1 

Red Hat Linux release file 

System Environment/Base 

filesvstem —2.0 7-1 

The basic directory layout for a Linux system. 

System Environment/ 

Libraries 

slibc — 2.2.2 — 10 

The GNU libc libraries. 

Development/Tools 

bvacc-1.9-18 

A public domain Yacc parser generator. 

Development/Tools 

cproto-4.6-7 

Generates function prototypes and variable declarations from C 
code. 

Development/Tools 

ctags-4.0.3-1 

AC programming language indexing and/or cross-reference tool. 

Devebpmerrt/Ubra ries 

dbl-devel-1.85-5 

Development libs/header files for Berkeley DB (version 1)library* 

Development/Libra ries 

db2-deveh 2.414 -5 

Development libs/header files for Berkeley DB (version 2) library 

System Environment/ 

Libraries 

db3-devel-3.1.17-7 

Development libraries/header files for the Berkeley DB library. 

Applications/Com m unications 

dio-3.3.7o-22 

Handles the connections needed for dialup IP links. 
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システム 


Management Console 画面左の[システム]アイコンをク 
リックすると「システム」画面が表示されます。 


で 


プロキシ 

1齡トビス 


_お気に入り (A) ツール (D _ヘルブ (H) _ 

> ® ^ ' 负検索菡お気に入り效メディア jj € 


: miisj 

]_ 


システムの停止 


\ CPU/ メモリ使用状況 

ディスク使用状況 


ネットワーク利用状況 


ネットワーク接続状況 


ゴロキシアクセス統計 


アクセスログ取得 


キャッシュデータ削除 


プロキシサーバ状態表示 


L-Copyright(C) NEC Corporation 2000-2002 


システム停止/再起動 


[システム]画面の[システム停止/再起動] 
一覧から[システムの停止]、および[シス 
テムの再起動]を実行できます。 


!■ システム停止/再起動 


システムの停止 

システムの再起射）| 


システムの停止 


[システムの停止]をクリックすると「システムを停止します。よろしいですか？」とダイアロ 
グボックスが表示されます。停止する場合は[はい]を、停止したくない場合は[キャンセル] 
をクリックしてください。 

[はしヽ]をクリックすると、終了処理をした後、システムの電源が OFR こなります。本体前面 
の POWER ランプが消灯したことを確認してください。 


システムの再起動 

[システムの再起動」をクリックすると「システムを再起動します。よろしいですか？」とメッ 
セージが表示されます。再起動する場合は[はい]を、停止したくない場合は[キャンセル]を 
クリックしてください。 

[はし^!をクリックすると、終了処理をした後、システムがいったん停止し、再起動します。 


システムの管理 
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[システム]画面の[状態]一覧が6以下のシ 
ステム状態を確認できます。 


状想 


CPU /メモリ使用状況 

ネットワーク利用状況 

ディスク使用状況 

ネットワーク接続状況 

プロセス実行状況 

プロキシアクセス統計 

名前解決診断 

経路 m 報 


• CPU / メモリ使用状況 

メモリの使用状況と CPU の使用状況をグラフと数値で表示します。約10秒ごとに最新の 
情報に表示が更新されます。 

• ディスク使用状況 

ディスクの使用状況を各ファイルシステムごとに数値とグラフで表示します。空き容 
量、使用率に注意してください。空き容量が足りなくなるとシステムが正常に動作しな 
くなる可能性があります。 

• プ□セス実行状況 

現在実行中のプロセスの一覧を表示します。プロセス実行状況の表の最上行の項目名を 
クリックすると、各項目で表示をソートすることができます。表示項目の詳細について 
は、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘルプを参照してください。 

• 名前解決診断 

ネットワーク設定で登録されている DNS サーバの動作を確認することができます。 
「ホスト:」に適当なホスト名を入力して[診断]をクリックすると診断結果が表示されま 
す。ホスト名に対して正しく 「Name:」 と 「Address:」 が表示されれば DNS サーバは正常に 
機能しています。 

• ネットワーク利用状況 

ネットワーク利用状況を表示します。 

[約5秒毎に画面をリフレッシュする]チェックボックスをチェックすると自動的に表示が 
最新状況に更新されます。 

• ネットワーク接続状況 


各ポートごとの接続状況を表示します。 


[約5秒毎に画面をリフレッシュする]チェックボックスをチェックすると自動的に表示が 
最新状況に更新されます。 
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プロキシアクセス統計 


アクセスの統計情報を表示します。 
「Summary by Month 」 の表の [ Month ] 
の項目のリンクをクリックするとその 
月の詳細な統計情報を表示します。 

プロキシアクセス動作設定はプロキシ 
アクセス統計を有効にして動作させる 
かどラか設定します。 

動作させる際には優先度を設定してく 
ださい。優先度は1か620まで設定可 
能であり、値が大きいほど優先度が低 
くなります。優先度を低くすることに 
よりプロキシアクセス統計の動作によ 
る CPU の負荷を減らすことができます。 

Webalizer 表示設定では、 sites はサイ 
卜別上位を 、 sites By KBytes はサイト 
別キロバイト上位を、 URL ' s は URL 上 
位を、 URL's By KBytes はサイト別キ 
□バイト上位を Entry Pages は入り口 
上位を 、 Exit Pages は出□別上位をい 
くつまで表示するか設定することがで 
きます。 


ブロキシアクセス動作設定 


|プロキシアクセス統計 


r 有効にする f 無効にする 




※無効 I こするを逞択すると統計情報は則除されます 
※優先度 I 才悄重に決定して下さい 

設定 I 


ブロキシアクセス統計表示 


統計情報は作成されていません 


ブロキシアクセス統計設定 


袋計 m 篇が以下のサイズを越えたろ、鴒報をクリアします 

|1〇 MB (現時点では統計牾報は作成されていません〉 

離 I 


■ Webalizer 表示設定 1 

Sites ： 

|iT 

Sites By KBytes ： 


URL's ： 

|30 

URL's By KBytes ： 

|TF 

Entry Pages ： 

|TF 

Exit Pages ： 


打]期值 | 設定 | 戻る | 


P ； • [初期値]をクリックすると、それぞれのテキストボックスに初期値が入ります。 

「ヒント 1 • 各テキストボックスは2桁まで入力することができます。 

• 統計情報はシステムのアクセスログが口ーテートされたときに作成されます。 

• システムのアクセスログの口ーテートの設定は[システム]画面の[ログ設定]画面の 
[キヤッシュサーバアクセスログ]の[設定]をクリックすることで表示される[キヤッ 
シュサーバアクセスログ設定]画面にて行えます。 


• プロキシアクセス統計を無効にするを選択するとそれまで作成されていた統計情報は削 
除されます。 

• プロキシアクセス統計を動作させると性能低下がおこる可能性があります。 

• 優先度は慎重に決定してください。低い優先度を設定するとシステムの負荷状況によっ 
ては正常に統計情報が作成されない可能性があります。 

• プロキシアクセス統計情報を動作させると、キャッシュサーバのアクセスログの□グ出 
力形式は Squid に、□ーテート世代数は「1」に固定され、□ーテートサイズはいったん 
100 M 巳に設定されます。 

• プロキシアクセス統計を動作させている時、ローテートサイズの扱いには注意してくだ 
さい。システムの性能およびプロキシアクセス統計の動作に影響を与えます。 


経路情報 

「相手ホスト:」にホスト名を入力して[表示]をクリックすると、そのホストまでの経路情 
報を表示します。 
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その他 


[システム]画面の[その他]一覧から、以下 
の機能を利用できます。 

• システム情報 


その他 


システム牾報 


ロヴ苷理 

ネットワーク 

B 寺刻設定 

パックアップ/リストア 

保守用バスワード 

管理者パスワード 

キャッシュデータ則除 

アクセスロヴ取得 

プロキシサーバ状態表示 


装置に割り当てたホスト名、および 0 S に関する情報を表示します。 


ネットワーク 

ネットワークの基本的な設定やネット 

ワークインタフェース、ルーティング 

の設定を行います。 

一 基本設定 

ホスト名、ドメイン名、デフォルト 
ゲートウェイ、バケツトフォワーデイ 
ング、 DNS の設定を行います。 
DNS は複数設定可能であり、順序 
を入れ替えることができます。 

_ネットワーク設定 

[ネットワーク設定]画面では、下記 
2項目が選択でき、選択するとおの 
おのの設定画面を表示します。 

□ インタフェース 

本システムは複数のネットワー 
クインタフェースを利用できま 
す。これらインタフェースそれ 
ぞれに、複数の IP アドレスを割 
り当てて、複数のネットワーク 
に所属させることが可能になっ 
ています。インタフェース毎に 
現在割り当てられている情報の 
一覧を表示します。また、ここ 
から追加 • 編集 • 削除操作を行 
います。 

n ルーティング 

ルー ティングテーブルの追加 
• 編集 • 削除操作を行います。 


基本設定 


ホスト名: 

| xxx . XXXX . XXXX . XXX . co.jp 



ドメィン名： 

| xxxx . XXXX . XXX . CO.JP 

デフォルトゲートウェイ 

IP アドレス： 
インタフ X -ス名： 


[ xxx .0.0.1 

| ethO 二| 

バケツ トフォワーディング： 

1 する zJ 

DNS 設定 

xxx .0.0.1 0 ran つ 

yyy .0.1.10 IP 7 7 トレス 

L 


追加|編集|則除|胭序| 

設定|戻る| 





达理 宛先サフ•ネットマスクザートウ:^^^ FT ンタフ:！:ース名 



編集」則除 J zzz.zzz.1.1 255.255.2550 

222.22 2.1.254 

UGH 

ethO 

一 x.xxx.0.1 1255.255.2550 

pSo ^ 

[0 

ethO 

— |xxx.xxx.1.1 1255.255 .255.0 ~ 

plo ~ 

fu ~ 

ethO 

「 |yyy.yyy.0.1 1255.255 .255.0 

pSo ~~ 

\u ~ 

[ethl 

[ 1127.0 .0.0 255.0.0.0 

pSo 

[0 


— plo plo ^ 

fl 00^. 45.254 

fUG~ 

^thO 
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• バックアップ/リストア 

ファイルのバックアップおよびリストアの設定を行います。詳細はこの後に説明する 
「バックアップ/リストア」を参照してください。 

• 管理者パスワード 

管理者 ( admin ) のパスワードを変更します。また、管理者宛のメールを転送する先を設定 
できます。管理者宛メールの転送先は正しく送信できるアドレスを指定してください。 
各パスワードは6文字以上8文字以下の半角英数文字(半角記号を含む)を指定してくださ 
し、省略すると、パスワードは変更されません(空のパスワードを指定することはできま 
せん)。 

• アクセス□グ取得 

キャッシュサーバアクセスログを 
Samba または FTP で指定したホストを 
利用して転送します。 

ファイル名の形式は日付、世代のいず 
れかを選択できます。[ファイル名]で 
[日付]を選ぶと access (日付）. log 、 

[世代]を選ぶと access (世代). log とな 
ります。 


アクセスログ取得を動作させる際には優先度を設定してください。優先度は1から2〇ま 
で設定可能であり、値が大きいほど優先度が低くなります。優先度を低くすることによ 
りアクセス□グ取得の動作による CPU の負荷を減らすことができます。 

M -0 • アクセス□グ取得を行っている時、[システム]画面の[□グ管理]画面のキャッシュサー 

バアクセス□グの□グの世代数は n 」 に固定されます。 

• アクセス□グ取得、プロキシアクセス統計情報を動作させている時は□ーテートサイズ 
の扱いに注意してください。システムの性能に影響を与えます。 

• アクセス□グ取得を動作させると性能低下がおこる可能性があります。 

• 優先度は慎重に決定してください。低い優先度を設定するとシステムの負荷状況によっ 
ては正常に統計情報が作成されない可能性があります。 

• アクセス□グの転送はログの□ーテートが行われるタイミングで実行されます。 

• 本システムのアクセス□グの□ーテートの設定は[システム]画面の[□グ管理]画面の 
[キャッシュサーノ D 7 クセスログ]の[設定]をクリックすることで表示される[キャッシュ 
サーバアクセス□グ設定]画面にて行えます。 
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□グ管理 

□グの表示、ログの口ーテートの設定 
を行います。 

□グの表示は表示したいログの[表示] 
をクリックすると□ーテートされた口 
グの一覧が表示され、その中から表示 
したいログを選択して表示します。 

□グの□ーテートの設定は、□—テー 
卜を行うタイミングを周期またはファ 
イルサイズで指定し、何世代まで□グ 
を残すかを設定します。 

■: ログを表示したとき、ログのダウン 

口ードを行うことも可能です。 


■ ロヴ音理 

揉作 

ログファイ)レ 

ローテート 

世代 

表示 j | 

キャッシュサーバアクセスログ 

400 Mbyte ごと 

4 

表示 j 設定| 

コントロールリストのダウンロードロヴ 

1 0OObyte ごと 

2 

表〒 d 

システムログ 



表示|設定| 

システムの iz キュ U ティロゲ 



表示 j | 

システムのメールログ 



表示 j 設定| 

システムのプートログ 




クーロンログ 



表示| 

キャッシュログ 



表,〒 j | 

WPAD サーバログ 



表示 j 設定| 

WCCP ロゲ 



表〒 d j 

Management 。〇 nsole ロク 

毎週 

5 

表示|設定 1 

Management Console のアクセスロヴ 

毎月 

5 

表示 j 設定| 

Management Console のエージ： l ントログ 

毎月 

5 

表示 j 設定| 

Management Console のエラ'—ログ 

毎月 

5 

表,〒 j i ^| 

Management Console の参照ログ 

毎月 

5 ~ 


11-0 • □グの□ーテートは毎日〇:〇〇とシステム起動時にチェックし、条件があっているもの 

直率马 を□ーテートします。 

參□グの□ーテートのタイミングでシステムの停止および再起動を行う場合にはご注意く 
ださい。 

• キャッシュサーバアクセス□グの設定は他の□グと異なります。詳細は次に説明する 
r キヤツシュサーノ（アクセスログ」を参照してください。 


-キャッシュサーバアクセスログ 


キャッシュサーバアクセス□グの 
[設定]をクリックすると、[キャッ 
シュサーバアクセスログ設定]画面 
が表示されます。この画面は、 
キャッシュサーバアクセス□グの 
出力形式、□ーテート（条件、サイ 
ズ、時間、時刻）、何世代まで□グ 
を残すかなどを設定することがで 
きます。出力形式が拡張形式で 
あったとき、拡張形式でチェック 
ボックスにチェックを入れた項目 
が□グ出力されます。 



H -〇 春プロキシアクセス統計情報を有効にしている時は出力形式は Squid 、 世代数は「1」に固 
定され、□ーテートサイズはいったん100 MB に設定されます。 

參アクセス□グ取得を行っている時、世代数は「1」に固定されます。 

• アクセス□グ取得、プロキシアクセス統計情報を動作させている時は□ーテートサイズ 
の扱いに注意してください。システムの性能に影響を与えます。 


拡張形式の設定項目フィルタリング結果，フィルタカテゴリは SmartFilter 動作時のみ 
表示されます。 























































日付と時刻 

クライアントの IP アドレス 

ユーザー名(認証機能を使用した時のみ出力されます） 

キャッシュサーバ IP アドレス 

リバースプロキシ動作時のホスト名(または IP アドレス） 

HTTP の要求方法 
URL 

URL ステムー URL に「？」が含まれた場合、「？」までの URL を出力します。 

URL クエリ—— URL に「？」が含まれた場合、「？」以降の URL を出力します。 

HTTP バージョン 

HTTP ステータスコード 

データオブジェクトサイズ(バイト） 

リクエストサイズ(パイト） 

経過時間 

ユーザーが使用したブラウザ情報 
参照 URL 

発信元クライアント IP アドレス 
キャッシュ HIT/MISS 

連携プロキシ IP アドレスープロキシ階層がある場合は、リクエストを送信した連携プロキシの IP アドレスを出力します。 
WEB サーバ IP アドレスープロキシ階層が無い場合は、リクエストを送信した WEB サーパの IP アドレスを出力します。 
フィルタリング結果を出力します。 （ SmartFilter 有効時のみ） 

URL の属するカテゴリを出力します。 （ SmartFilter 有効時のみ） 


147188 " AAA / Browser ( aaa ) . HIT - - ALLOW Art/Culture 

⑬⑭ ⑮ ⑯⑰⑯⑲⑳㉑ ㉒ 

各出力項目を説明します。 


タイムスタンプーデータオブジェクトの取得処理が完了した時間です。 UNIX 時間 (1970 年1月1日からの秒数)で出 
力します。 

経過時間ーデータオブジェクトの取得処理にかかった時間をミリ秒で出力します。 

クライアントアドレスークライアントの IP アドレスを出力します。 

ログタグ/ HTTP コード番号ーシステムがどのように要求を処理したかを表すタグ名と、 HTTP のステータスコード 
を出力します。 

サイズーデータオブジェクトのサイズをバイトで出力します。 

要求方法一 HTTP の要求方法を出力します。 

URL -要求された URL を出力します。 

出力無し一必ず「_」が出力されます。 

階層構造データタグ/ホスト名ーオブジェクトの取得がどのように行われたかを表すタグ名と、取得したサーバ名 
を出力します。 

コンテンツタイプーオブジェクトデータのコンテンツタイプを出力します。 

フィルタリング結果を出力します。 （ SmartFilter 有効時のみ） 

URL の属するカテゴリを出力します。 （ SmartFilter 有効時のみ） 


• 拡張形式 

出力例: 2001-12-04 16:34:36 xx . xx . xx.xx 二 yy . yy . yy.yy sss GET http :// www . foobar . com / ニニ HTTP /1.0 200 837 

① ②③ ④⑤⑥ ⑦ ⑧⑨ ⑩⑪⑫ 


アクセス□クのフオーマット- 

アクセスログは、2つの形式から選択し、出力することができます。それぞれの出力内容は以下のようになります。 

• Squid 形式 

出力例: 989605543.072 89 xxx . xxx . xxx.xxx TCPJHIT /2 〇〇 7653 GET http :// www . foobar . com / 二 DIRECT / proxy . xxx . xx.jp 

①②③ ④⑤⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

text/html ALLOW Art/Culture 

⑩⑪ ⑫ 

各出力項目を説明します。 


*1 ③〜 ㉒ の項目は、出力の有無をユーザーが選択することが可能です。 
*2 詳細な説明は、オンラインヘルプを参照してください。 


①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑩⑲⑳㉑㉒ 


① ②③④ ⑤⑥⑦⑧⑨ ⑩⑪⑫ 
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時刻設定 

本章の「時刻調整 (ntpd)」 を参照してください。 

保守用パスワード 

保守用ユーザー (mainte) のパスワードを設定します。設定後、 「mainte」 ユーザでリモー 
卜□グイン (Telnet) サービスを利用することができます。パスワードは6文字以上8文字 
以下の半角英数字(半角記号を含む)を指定してください。省略するとパスワードは変更 
されません。また空のパスワードを指定することはできません。 

キャッシュデータ 削除 

本製品がハードディスク上にキャッシュしている Web コンテンツ等を削除することがで 
きます。 


プロキシサーバ状態表示 


[システム]画面の[プロキシサーバ状態 
表示]では、プロキシサーバに関するさ 
まざまな情報を確認することができま 
す。[プロキシサーバ状態表示]画面 
は、以下の7つに分類され、それぞれの 
項目をクリックすることで、関連する 
詳細な情報を確認できます。また、そ 
れぞれの画面は一定時間ごとに最新情 
報に更新されます。 


一般情報| キャッシュ概要 I キャッシュ惟報 I クライアント要求 I ICP 情報 I CERN 情報 I FTP 情報| 

メジャーバージ3ン 

2 

["マイナーパージ3ン 

0 

OEM パージヨン 

3 

|総メモリサィズ 

2017 MB 

|キャッシュデイスクサイズ 

157135 MB 

最後に起動された時間 

12002.1 1.9 2：6：9 

最後に起射)してからの合計稼勒 B 寺間 

10:30:1 

戻る』 


-般情報 

[一般情報]をクリックすると、[プロキシサーバ状態表示(一般情報)]画面が表示さ 
れます。この画面では、プロキシサーバのバージョン情報や、運用時間等を確認す 
ることができます。 


キャッシュ概要 

[キャッシュ概要]をクリックすると、[プロキシサーバ状態表示(キャッシュ概要)] 
画面が表示されます。この画面では、システムの現在の動作状況等を確認すること 


ができます。 

キャッシュ情報 

[キャッシュ情報]をクリックすると、[プロキシサーノ\'状態表示(キャッシュ情報)] 
画面が表示されます。この画面では、一定時間あたりのシステムへの接続数や、リ 
クエスト数等を確認することができます。 


-クライアント要求 

[クライアント要求]をクリックすると、[プロキシサーバ状態表示(クライアント要 
求)]画面が表示されます。この画面では、システムが起動開始から現時点までに処 
理したさまざまな情報を確認することができます。 


ICP 情報 

[ICP 情報]をクリックすると、[プロキシサーバ状態表示 (ICP 情報)]画面が表示され 
ます。この画面では、隣接プロキシと関連する情報を確認することができます。 















CERN 情報 


[ CERN 情報]をクリックすると、[プロキシサーバ状態表示 ( CERN 情報)]画面が表示 
されます。この画面では、親プロキシと関連する情報を確認することができます。 


FTP 情報 

[ FTP 情報]をクリックすると、[プロキシサーバ状態表示 ( FTP 情報)]画面が表示さ 
れます。この画面では、 FTP プ□トコルに関する情報を確認することができます。 



Helix Administrator 


Helix Universal Server/Helix Universal Proxy (以下 
Helix ) をインストールすると、本システムでストリーミン 
グキャッシュが可能になります。 

本システムの管理者は Management Console から Helix 
Administrator (Helix の Web ベースの管理コンソール）の 
画面を開き、 Helix の設定変更や管理を行ラことができま 
す0 



Helix Administrator の使用方法 


Helix Administrator の呼び出し 

3 章を参照して指定のディレクトリにイン I 

飞卜 一 | レをジ〒、言 af— ?っイノレ令を今早し | 聞く l| SS 集 J|Helix Administrator ( for Helix Universal Server ) 
ていない場 △は [開く]をクリックすると | 閉く | 編集 1 |Hel ix Administrator (for Helix Universal Proxy ) 

Helix Administrator が開き、 Helix の設定変 
更や管理を行ラことができます。 

H ； [開く]をクリックして新しぃウィンドウが開ぃても Helix Administrator が表示されなぃ場合 

I レ、, 厂 | は、 Helix が起動してぃなぃ可能性があります。 Management Console の[システム]画面の 

[プロセス実行状況]で rmserver(Helix Universal Server の場合）または rmproxy (Helix 
Universal Proxy の場合）が表示されていることを確認してください。 


インストール情報の編集 

指定のディレクトリ以外の場所にインストールした場合、および設定ファイル名をデフォル 
卜から変更した場合は必ず[編集]をクリックし、インストール情報の変更を行ラ必要があり 
ます 0 変更を行わなければ Management Console から Helix Administrator の画面を開くこ 
とはできません。 


• インス!-ールディレクトリ名 

Helix をインストールしたデイレクトリ 
名をフルパスで指定してください。 
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• 設定ファイル名 

設定ファイル名をデフォルトから変更 
した場合は、そのファイル名を指定し 
てください。 


• 3章の「ストリーミングキャッシュソフトウェアのインストール」では以下のデイレクトリ 

ijvpn にインストールすることを推奨しています。 

Helix Universal Server : /usr/local/helix/server 

Helix Universal Proxy : /usr/local/helix/proxy 

參インストール後に手動で設定ファイル名を変更していない限りは、「設定ファイル名」の項 
目は修正する必要はありません。 

なお、デフオルトの設定ファイル名は以下のようになっています。 

Helix Universal Server : rmserver.cfg 
Helix Universal Proxy : rmproxy.cfg 
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バックアップ/リストア 


システムの故障、設定の誤った変更など思わぬトラブルからスムーズに復旧するために、定期的にシステ 
ムのファイルのバックアップをとっておくことを強く推奨します。 

バックアップしておいたファイルを「リストア」することによってバックアップを作成した時点の状態ヘシ 
ステムを復元することができるようになります。 

本装置では、システム内のファイルを以下の4つのグループに分類して、その各グループごとにファイル 
のバックアップのとり方を制御することができます。 

• システムの設定ファイル 

• プロキシサーバの設定ファイル 

• 各種ログファイル 

• プロキシアクセス統計情報 

■： 上記以外のファイルについては[ディレクトリ指定]からバックアップを行うことができま 

す。詳細はオンラインヘルプを参照してください。 


初期状態では、いずれのグループも「バックアップしない」設定になっています。お客様の環 
境にあわせて各グループのファイルのバックアップを設定してください。 

本装置では各グループに対して「□—カルディスク」と 「 Samba 」 の2種類のバックアップ方法 
を指定することができます。 

各方法には、それぞれ以下のよラな特徴があります。 


• □一カルディスク 

内蔵ハードディスクの別の場所にバックアップをとります。 

• Samba 

LAN に接続されている Windows マシンのディスクにバックアップをとります。 

M -0 • システムの設定ファイル、およびプロキシサーバの設定ファイルは必ずバックアップを 

設定してください。 


• □一カルディスクへのバックアップは、他の方法に比べてリストアできない可能性が高 
くなります。なるべく Samba を使用して、別マシンへバックアップをとるようにして 
ください。 

• Samba でのバックアップは、内蔵八ードディスクがクラッシュしても復元を行うこと 
ができますが、あらかじめ、 Windows マシンに共有の設定をしておく必要があります 
ので注意してください。 

參キャッシュサーバアクセス□グおよびキャッシュログは、「各種ログファイル」のバック 
アップでの対象外となりますので、注意してください。 
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「Samba J によるバックアップ設定の例 


ここでは 「 Samba 」 を使用したバックアップの方法について説明します。 

例と して 「\^〇「1<9「〇叩」内に所属するマシン名「\/\/1叩〇」という\/\/わ〇1〇\^マシンの「0: ドライブ」 
にバックアップのためのフォルタ Tcachebackup 」 を作成して「システムの設定ファイル」グ 
ループのファイルのバックアップを行う場合の操作手順を説明します。 

バックアップファイルを置くマシン （ winpc ) でのバックアップ作業のためのユーザーを 
「 winpc 」 上にあらかじめ用意してください。 


バックアップファイルの中にはシステムのセキュリティに関する情報などが含まれるため、 
バックアップのためのフォルダ (cachebackup) の読み取り、変更の権限などのセキュリ 
ティの設定には十分注意してください。 （Windows Me/98/95 ではセキュリティの設定 
ができません。そのためお客様の情報が第三者に盗まれる可能性があります。） 


バックアップ作業のためのユーザーは既存のユーザーでもかまいませんが、以下の説明では 
「 cacheadmin 」 というユーザーをあらかじめ用意したという前提で説明します。 

次の順序で設定します。以降、順に設定例を説明していきます。 

1. Windows マシンの共有フォルタ'の作成 

2. システムのバックアップファイルグループの設定 

3. バックアップの実行 

I n-0 バックアップ用に作成した共有フォルダの設定を不用意に変更するとシステムのバックアッ 
mmm プおよび復元の機能が正常に動作しなくなるので注意してください。 


Windows マシンの共有フォルダの作成 

まず、バックアップファイルを置いておくための共有フォルタ'を Windows マシンに作成し 
ます。ここでは、例として Windows 2000、 WindowsNT、Windows 98の3種の〇 S での 
作成方法を説明します。 

操作例： winpc の OS が Windows 2000 の場合 


1. マシン 「 winpc 」 のデスクトップ上にある[マイコンピュータ]を夕'プルクリックする。 

2. 開いた[マイコンピュータ]ウインドウの [C :ドライブ]のアイコンをダブルクリックする。 


3. [ファイル]メニューの[新規作成]—[フォ 
ルタ']をクリックする。 


C 

|C：¥ ! 

| 丄 [ 

ファイル (£) 編集 (£) 1 




ショートカツトの作成⑤ 
則醜） 

名前の変更 ( M > 

ブ□パティ⑻ 




閉じるぬ） 


^ブリつケース 
^ t •，トマッブイメ-ジ 
Microsoft Word 文害 


厂 tct ㈤ 喾庫ファイル (LZH 形式〉 

Microsoft Access データへぐース 

オブジトを逞択すると、そ咖0 Office ドキュメントの一覧… 
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4 . [新しいフォルダ]の名前に [ cachebackup ] とキーボードから入力しく Enter > キーを押す 0 


フルコン ト ロール 
変更 
逢売み取り 


キャンセル J 





アクセス許可(£〉： 


許可 拒否 


5. 上記の手順で作成した [cachebackup] フォルダをクリックして選択する0 

6 . [ファイル]メニューの[共有]をクリックする。 UP 

[cachebackup のプ□パティ]ウインドウの[共有 ] シートが表示されます。 


7. [このフォルダを共有する]をクリックする。 

8. [アクセス許可]をクリックする。 

9. [共有アクセス許可]を設定する。 


ここでは以下のように設定します。 

1. [名前]—覧から [Everyone] を削除す 
る。 

2. [追加]をクリックして[ユーザー、コ 
ンピューター、またはグループの選 
択]ウィンドウでユーザー 
[cacheadmin] を追加して [OK] をク 
リックする。 

3. [共有アクセス許可]の[アクセス許可] 
一覧の[フルコントロール]の許可の 
チェックボックスにチェックをつけ 
る。 


全股1 Web 共有 nm |セキュリティ1 


ルタを共有するにはにのフォルダを共有する]をクリックしてくださ U 


) 

|レ5^.〜 Lockup 




コメント◎: 

ユーザー制限： a 無制限 ( m ) 

r 最大ユ-ザ-数屻 


ネットワークを経由してユーザーがこのフォルダ(こア7りセス I 午可 ( P ) I 
スするため©アウセス_午可を設定するには、 ’ 几ス。+吧| 
可]を外;^してくださ U 

この共有フォルダへのオフラインアクセスを設定するに 
は、[キャッシュ]於リックしてくださ U 


キやツシュ ( Q ) 


キやンセル」適用⑻ 


1 0. [〇 K] をクリックして [cachebackup のアクセ AST。」」 リノ.ノづノ r. ノ^:|ォ」レ' 〇；〇 

11. [〇 K] をクリックして [cachebackup のプロパティ]のウィンドウを閉じる。 

12. [cachebackup] フォルタ'のアイコンが変わったことを確認する。 

以上で Windows 2000上の共有フォルタ'の設定は完了です。 


〇 

cachebackup 


cachebackup (D アクセス I 午爾 


cachebackup のプ□ノ 行イ 


□ □□ 

I7IP10 







































操作例： winpc の OS が Windows NT の場合 


1. マシン 「winpc」 のデスクトップ上にある[マイコンピュータ]を夕'プルクリックする。 

2. 開いた[マイコンピュータ]ウインドウの [C: ドライプ]のアイコンをダブルクリックする。 


3. 


4. 


[ファイル]メニューの[新規作成]- 
ルタ']をクリックする。 


►[フオ 


[新しいフォルダ]の名前に 
[cachebackup] とキーボードから入力し 
<Ente「> キーを押す0 


肖 . (n) 

名前の変更 ( m ) 
フ如ゾテ他） 


閉じるぬ） 


フ汐-フク-ス 
ヒ''ットマッフクイメ-シ 
ワ-ドハ：■水' ドキュメント 
リッチテキストドキュメント 
テキストドキュメント 
WAVE サウント'' 
WinZip File 


5. 上記の手順で作成した [cachebackup] フォルダをクリックして選択する。 

6 . [ファイル]メニューの[共有]をクリックする。 

[cachebackup のプ□パティ]ウィンドウの[共有]シートが表示されます。 

7. [共有する]をクリックする。 

8 . [アクセス権]をクリックする。 


cachebackup のフハ♦テイ 


全般共有丨セキュリティ| 
c 共有しない ( Q ) 

ド 11111!® 

共有名迄)： [cachebackup 

コメント◎: |~ 

i-r-tm 


コ 

cachebackup 


F 無制限 ( M ) 

C 最穴ユ-サ4_ 




^ 乃セス権 (£)... >_] 


キャンセル 
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9. [共有資源のアクセス権]を設定する。 

ここでは以下のように設定します。 

1. [名前]—覧から [Everyone] を削除す 
る。 

2. [追加]をクリックして [ユーザーと グ 
ループの 追加]ウィンドウで [ユーザー 
の 表示]をクリックして ユーザー 
[cacheadmin] を選択して[追加]をク 
リックする。 

3. [アクセス権の種類]のプルダウンメ 
ニューがら[フルコントロール]を選択 
して[〇 K] する。 



10. [〇 K] をクリックして[共有資源のアクセス権]のウィンドウを閉じる。 

11. [〇 K] をクリックして [cachebackup のプ□パティ]のウィンドウを閉じる。 

以上で Windows NT 上の共有フォルタ'の設定は完了です。 


操作例： winpc の 0S が Windows 98 の場合 


1. マシン 「winpc」 のデスクトップ上にある[マイコンピュータ]を夕'プルクリックする。 

2. 開いた[マイコンピュータ]ウインドウの [C: ドライプ]のアイコンをダブルクリックする。 


3. [ファイル]メニューの[新規作成卜[フオ 
ルタ']をクリックする。 



|ファイル ( F ) 偏宾 (£) 美 ； M お気[こ入り迪 ajI 



肖 IJ 除(逆 
名前の変更(地 
ブ□パティ ( E ) 

7イコンビュ-夕 
- Win 9 B ¢0：) 


わライン作卿 


1亍キスト文軎 
s ワ-ドパッド文軎 
勒ビットマッブィメ-發 
_ WAVE サウンド 
[% Microsoft データリンク 


les 


閉じる ( Q ) 


藏 S ! 溫:と、刪 


4. [新しいフォルダ]の名前に [cachebackup] とキーボードから入力しく Enter〉 キーを押す。 


5. 上記の手順で作成した [cachebackup] フォルダをクリックして選択する。 

6 . [ファイル]メニューの[共有]をクリックする。 

[cachebackup のプ□パティ]ウインドウの[共有]シートが表示されます。 





































7. [共有する]をクリックする。 

8 . [アクセスの種類]で[フルアクセス]をク 
リックする。 


[パスワード]の[フルアクセス用]欄に 
は何も設定しないでください。 


9. [〇 K] をクリツクして [cachebackup のプ 
□パティ]のウインドウを閉じる。 


以上で Windows 98上の共有フォルタ'の設定は完了です。 


システムのノ（ックアップファイルグループの設定 

ここでは例として[システムの設定ファイル]グループのバックアップの設定手順を説明しま 
す(他のグループも操作方法は同じです）。 


1 . Management Console 画面左の[システ 
ム]アイコンをクリックする。 

[システム]画面が表示されます。 

2 . [システム]画面の[その他]一覧の[バック 
アップ/リストア]をクリックする。 

[バックアップ/リストアー覧]画面が表示 
されます。 



® ページが表示されました 


: 疆石卜乐厂 


3. —覧の[システムの設定ファイル]の左側 
の[編集]をクリックする。 

バックアツプ設定の[編集]画面が表示さ 
れます。 


作 

説明 

世代数 

タイ ミンク 

r バックプ i 

システムの設定ファイル 

5 

パックアッブしない 

編集1 ノストァ| 

ップ1 

ブ□キシサーパの設定ファイル 

5 

パックアッブしない 

リストァ| 

バックァップ 丨 

各種□ヴファイル 

5 

パックアッブしない 

編集| U ストア I 

バックァッゴ1 

ブロキシアクセス統計情報 

5 

パックアップしない 

編集1 IJ ストア1 


雜袖| 


P ^共有する⑤ j 

[CAC? 

コメント◎: |~ 

アクセスの種類： 


パスワード： 


i 売み取膊用ァクゼス用⑫ 「 

フルアクセス用 (L): f 


OK 


キャンセル J 



cachebackup のプ□パテイ 
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4. [編集]画面のバックアップ方式の 
[ Samba] をクリックして選択する。 

5. 「Windows マシンの共有フォルダの作成」 
で行った設定に従って以下の項目を入力 
する。 


説明： 

世代： 

スケジュール： 


システムの設定フアイル 



p 毎日 

■ 毎週 I 月 0 ! 日こ ] 
广毎月 I B 


• ワークグループ （ NT ドメイン名）： 


r パックアップしない 


workgroup 

• [Windows マシン名]: winpc 
• [共有名 ]: cachebackup 
• [ユーザ名 ]: cacheadmin 
• [パスワード]:ユーザ cacheadmin の 
パスワード 


時刻: 



I 時分にパックアッゴ 


ディレクトリ： |/ var/backup 

(NT 卜な/匕ぶ名 . Workgroup ' 

Windows マシン名： [winpc 

共有名： (cachebackup 



6 . 正しく設定されていることを確認するた 
め[即実行]をクリックしてバックアップ 
を実行する。 

正しく実行された場合は右の操作結果通 
知が表示されます。 



I チェック I 

正しく操作結果通知が表示されない場合は Windows マシンの共有の設定とバックアップ方式の 
設定が正しいかどうが確認してください。 


一 E12E] 

この[即実行]を使うことで、任意のタイミングで手動でバックアップを行うことができます。 
7. [戻る]をクリックする。 


定期的に自動的にバックアップを行うには次の設定を続けて行ってください。 
































8 . 


[編集]画面で[世代]、 
[時刻]を指定する。 


[スケジュール], 


I 


右図の例では[毎週月曜日の朝9:0〇に 
バックアップをとる。バックアップファ 
イルは3世代分残す]設定を行ラ場合を示 
しています。 

世代 

バックアップファイルをいくつ残すかを 
指定します。バックアップファイルを保 
管するディスクの容量と、必要性に応じ 
て指定してください。世代を1にする 
と、バックアップを実行するたびに前回 
のバックアップ内容を上書きすることに 
なります。 


説明： 

世代： 

スケジュール： 


: 

パックアップ方式： 
「ローカルディスク 
17 Samba 


システムの設定ファイル 


P 毎日 

■毎週「月睹日こ! 

广毎月 I 日 

r パックアップしない 
|9 "時|〇 分にパックアッゴ 


ディレクト u : 

ワークプルーゴ名： 

( NT ドメイン名） 

Windows マシン名： 

共有名： 

ユーザ名： 

バスワード： 

[|5$1即実行 j 


/var/backup 


スケジュール 

バックアップを実行する日を指定します。[毎日]、 
から選択します。 


[毎週]、[毎月]、および[バックアップしない] 


[毎週]を指定する場合は右側の曜日も選択してください。 

[毎月]を指定する場合は右側のテキストボックスに日付を入力してください 

いずれの場合も指定した日付に本体の電源とバックアップ先のマシンの電源が入っていない場合 
はバックアップできないので注意してください。 

時刻 

[スケジュール]で指定した日付の何時何分にバックアップを行うかを指定します。指定した時刻 
に本体の電源とバックアップ先のマシンの電源が〇|\|になっていない場合はバックアップできない 
ので注意してください。 


9. [編集]画面下の[設定]をクリックする。 


以上で、定期的に自動的にバックアップを 
行ラ設定は完了です。 


説明： 

世代： 

スケジコ 


-ル： 


システムの設定ファイル 

厂 

f 毎日 


■毎週 RBiB J 
毎月！" 日 

r パックアッゴしない 
F i#|o 分にパックアップ 


時刻: 

パックアップ方式： 
n ローカル ディスクディレクトリ： 

W Samba 

Windows マシン名： 
共有名： 

ユーザ名： 


/ var/backup 


ワークヴループ名： 
( NT ドメイン名） 


workgroup 


cachebackup 


バ^^^^ [*** 

I /即実行 1 


バックアップの実行 

バックアップの処理は「システムのバックアップファイルグループの設定」で指定した日時に 
本体の電源とバックアップ先のマシンの電源が入っていない場合は、バックアップされませ 
んので注意してください。 
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■J ストア 


バックアップファイルは 4 つの各バックアップファイルグループごとにシステムにリストア 
することができます。 

ここでは例として[バックアップ手順の例]で設定を行った[システム設定のファイル]グループの 
ファイルのバックアップファイルをシステムにリストアする際の操作手順の例を説明します。 

1 . Management Console 画面左の[システム]アイコンをクリックする0 
[システム]画面が表示されます。 

2 . [システム]画面の[その他]一覧の[バック 
アップ/リストア]をクリックする。 

[ノ \'ックアツプ/リストアー覧]画面が表示 
されます。 


3. —覧の[システムの設定ファイル]の左側 
の[リストア]をクリツクする。 

[リストア]画面が表示されます。 


4. [リストア]画面で[バックアップのリスト 
ア先]、[バックアップ方式]、[リストア 
するバックアップファイル]を指定し、 
[リストア]をクリックする。 

通常は、デフォルトで最も新しいバック 
アップファイルが選択されています。そ 
のまま実行すれば、最新のバックアップ 
ファイルがリストアされます。 

w-oara 

[元のディレクトリにリストアする]を 
選択した場合、現在のファイルの内容 
がバックアップしておいた内容で上書 
きされますので注意してください。 


5. 「リストアします。よろしいですか？」と 
いうダイアログボックスが表示されま 
す。リストアする場合は [0K] をクリック 
する。 


リストアをしない場合は、[キャンセル] 
をクリックしてください。 


選択したバックアップファイルの内容 
を参照したい場合は、[表示]をクリッ 
クしてく ださし、0 




システム情報 

ロヴ音理 


ネットワーク 

時刻 K 定 


パックアップ/リストア 

保守用パスワード 


管理者バスワード 

キャッシュデータ則除 


アクセスロヴ取待 

ゴロキシサーパ状態表示 





揉作 

説明 

世代数 

タイ ミンク 

編ぜ T リストァ \ 

|ヾステムの1贫定ファイル 

5 

パックアッブしない 

バ V ，ァ、ソ^イ 

編集]^^ 1 

ブ□キシサーパの設定ファイル 

5 

パッグ? 7 ッブしない 

バックァップ| 

編集丨 ij ストア| 

各種ログファイル 

5 

パックアッブしない 

バックァッゴ| 

編集1 I 」ストア| 

ブ□キシアクセス統計牾報 

5 

パックアップしない 
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